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本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査 した石畑遺跡の調査成果をまと

めたものです。

石畑遺跡は南陽市北部の金山地区に所在し、吉野川右岸の段丘に立地 します。川の両岸

には白鷹丘陵が迫 り、その地形を利用 して中世には砦が築かれました。

この度の調査は、主要地方道山形南陽線改良工事に伴って行ったものです。

遺構 としては土坑、溝跡、ピット群、遺物としては、縄文土器、石器を検出しました。

出土した土器は、縄文時代中期から晩期にわたるものです。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造 し育んできた貴重な国民的財産といえます。

この祖先の足跡を学び、子孫へとつたえていくことが、私たちの重要な責務と考えます。

その意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動などの一助になれ

ば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成19年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 山口 常夫



本書は、主要地方道山形南陽線改良工事に係 る「石畑遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先 し、本書をもって本報告 とす る。
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1本 書の執筆分担は、以下のとお りである。
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2高 さは海抜高で表す。また、方位は座標北を表す。

3本 書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記の通 りである。
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SK… 土抗SX… 性格不明遺構SD… 溝

SP… 柱穴RP… 登録土・器 ・土製品RQ… 登録石・器 ・石製品

F… 覆土P… 土器片S… 石

遺構 ・遺物の実測な どは各図に示 した。

写真図版は任意の縮尺で採録 した。

基本層序及び遺構覆土の色調記載にっいては1999年 版農林水産技術会事務局監修の「新版基準土色帖」

に拠った。

発掘調査および本書を作成す るにあた り、下記の方々から御協力、御助言を頂いた。(敬 称略)

植松芳平、須藤隆、吉野一郎

委託業務は下記の通 りである。

基準点測量業務 株式会社 山栄測量

遺構測量業務(傭 撤撮影 ・遺構実測)株 式会社 成和技術

遺物実測業務(完 形土器 ・石器 ・石製品)株 式会社 成和技術
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1調 査の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査 に至る経過

石畑遺跡は、昭和30年 頃に地区在住の上浦善助氏によって発見された。発見時、縄文土器や

石嫉、掻器、凹石、石斧な どが出土 し、出土土器の様相か ら中期末(大 木9・10式)の 集落跡

とされた。 当時から宅地化が進み、遺跡範囲にっいては不明としている(南 陽市史編さん委員

会1989)。

その後、県道改良工事に伴い、教育庁社会教育課文化財保護室(以 下保護室)の 遺跡詳細分 調 査 原 因

布調査が行われ、遺跡範囲、検出遺構が明らかになった。同調査は、平成16年12月13日 ～12月

14日 まで行われた。隣接する 「可能性地1」(現B区)を 含めて7本 の トレンチを入れて、遺構

の状態が観察された。その結果、同遺跡南側に 「可能性地1」 を組み入れ、南北160m、 東西80

mの 遺跡範囲とし、遺構の検出状況から 「保存協議対象面積」を2,000㎡ とした。それを受けて、

保護室 と事業主体である県 との協議の結果、県の委託 を受けて財団法人山形県埋蔵文化財セ ン

ターが調査を行 うこととなった。現地調査は、平成18年5月15日 か ら8月10日 までの約3ケ 月

間行われた。同県道改良工事に伴 う緊急発掘調査は、今回が2回 目で、1998年10.月 に山形県教

育委員会が向畑C遺 跡の調査を行 っている(山 形県1990)。

2 調査の経過

平成18年

第1週

5月15日:器 材搬入 と事務所環境整備、14時 より鍬入式、作業員オ リエンテーション、

幅杭設定。16日:調 査区を北地区のA地 区と南地区のB地 区に分ける。17日:重 機il台

を導入 し、A地 区より開始。半数は表土除去後 ジョレンによる掘 り下げ、残 りの作業員

は手掘 りでB地 区の試掘作業。18日:同 作業続行。19日:A区 の南半分を面整理。柱穴 ・

土坑 ・溝跡検出、縄文土器等中箱に1箱 分出土。

第2週

5月22日:A区 南から中央に移動 して面整理。23日 も同作業続行。24日:重 機バ ックホー

を1台 追加、計2台 でB区 表土除去作業。同時にB区 牛舎の基礎 コンクリー トをブ レー

カーで切断 し破砕する作業開始。A区 全景の検出写真撮影。A区SX81の 遺構精査。基

準点測量開始。25日:A区 北部の面整理 とA区 南部の遺構精査。グ リッ ト杭 とBM杭 設

定。26日:A区 の基準点測量業務終了 し、B区 の基準点測量を開始。B区 にある牛舎汚

泥槽の異臭問題で県 と協議 し埋め戻す。出土遺物総数9箱 。

第3週

5月29日:A区 南 と中央の遺構精査しSX115・SX68・SX84平 面図と断面図作成。30

1



1調 査の経緯

日:検 出遺構 の写真 撮影。31日:B区 北 の面整理 、B区 中央 を表土除去 作業。SX115平

面 図 ・断面 図の記録 と出土状況 の写真撮影 。6.月1日:B区 北 か ら中央 にかけて面整 理、

B区 南 は重機 によ る表土 除去 作業。2日:同 作業継続 。A区SXl15よ りRP17・RP18

番 号 の土器 片 出土。 土坑 ・柱 穴 な ど105基 、 出土遺物総数20箱 。

第4週

6月5日:重 機 に よるB区 の深 掘 り。6日:B区 面 整理 とB区 全景写真 撮影。7日:大

雨 のため発 掘作 業を 中止 し、排 水作業 ・調査 区西壁 を矢板 で補強。休憩 プ レハ ブで遺物

洗浄。8日:B区 北 面整理 とB区SX・SDの 遺 構 精査 、B区 北 の遺構 検 出写真撮影 。

9日:雨 のた め発 掘作業 中止。 調査員 のみ図面整理 と帳簿 書類の点検 と整理。 出土遺物

総数26箱 。

第5週

6月12日:B区 北SX117・SE132の 遺 構精査 とB区 南東 トレンチ 断面等の写真撮 影。

13日 か ら16日 もB区 の遺構精 査。検 出遺構総数165基 。

第6週

6.月19日:B区SE132の 完 掘状況 の写真撮影 。18日 ・19日:B区SD187RP29出 土 遺

物 レベル等 の計測。21日 ・22日 ・23日:B区SXll7に 近 接す る西側 の民地の一部 を地権

者 の立ち会い の もと調査 し、SX166検 出。 出土遺物総数32箱 。

第7週

6.月26日:SX166出 土遺 物写真撮影。B区 基本層序確認 と下層 よ り溝跡検 出。27日 か ら

30日:B区 内 の遺構 精査 を継続 。地 山の砂利層 よ り貝 の化石 を数点採 取。
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第8週

7.月3日:B区SD235・SD241精 査 。4日 か ら7日 までB区 南 の面整理。 遺構総数

246基 、 出土遺物総 数35箱 。

第9週

7月10日:雨 のた め室 内で遺物洗浄 。11日:B区 南 東 の面整理。12日:A区 北(A区 の

最 北端地 区)の 面整理 開始 。13日:雨 のた め発 掘作業 中止、調査員 のみ発掘調 査現地説

明会の準備作 業。遺構1総数247基 、 出土遺 物総数36箱 。

第10週

7月18日:A区 北 の遺構精 査、 雨避 けテ ン トを設営 し作業。19日 か ら21日 ま でA区 北 の

精 査 を続行。RP38注 口土・器、石棒 検 出。遺構 総数270基 、 出土遺物総数44箱 。

第11週

7月24日 か ら27日 ま で、A区 北の精査 と完 掘。A区 中央付 近のSX115東 側 を拡 張。B区

SX166の 精 査。28日:雨 のため室 内にて遺物洗浄 作業。遺構総数285基 、出土遺物総数

50箱 。

第12週

7月31日 か ら8月3日 まで、A区 中央か らA区 南 の遺構 精査 と完掘。8月4日:発 掘調

査 現地説 明会 準備 と現地説 明会 の実施。遺構総 数286基 、 出土遺物総数60箱 。

第13週

8月7日 か ら9日 ま で、B区SX166、SD187遺 構 精査 と出土遺物 写真撮影。 遺構測 量

委託 業務。10日A区 拡張部分 とB区SX117遺 構 精査 と写真 撮影 、遺構測 量業務。器材整

理 と搬 出作業。 遺構総数286基 、 出土遺物 総数60箱 。

南陽市史編さん委員会

山形県教育委員会

引用文献

1989『 南陽市史 考古資料編』

1990『 向畑C遺 跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財調査報告書第156集)

ll 遺跡の立地と環境

1地 理的環境

南陽市は山形県南部に位置 し、米沢盆地の北辺にあたる。同市には、最上川の支流として吉

野川 ・上無川 ・織機川が南北に蛇行 しながら流れる。その河川により扇状地が形成 されていっ

た(第2図 地形分類図参照)。 宮内扇状地は、吉野川 と織機川が上流地帯の山地を侵食 して運

搬 し、堆積 した扇状地全体を指 している。北側に鷹戸屋 山地 ・大平山地がある。東側に大谷地

低湿地、南東側に屋代川、南西側 に最上川がある。本遺跡の標高は290mを 測 る。

本遺跡は、山形県南陽市金山川西字石畑に位置 し、南北に楕円形状に広がっている。遺跡面

積 は10,000㎡ を超えるが、今次の調査区はその内の東端、2,000㎡ を対象 とした。

遺跡は吉野川右岸の河岸段丘上にあり、絶えず河川の増水による影響を多分に受けていた。 吉 野 川 段 丘
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II遺 跡 の立地と環境

本遺跡東側 を南北に貫流 している同河川は、白鷹町と南陽市の境にある大窪山を源 として、水

林地区を通 り北側に大きく蛇行 しながら南へ流れている(吉 野文化史研究会1996)。 そ して、市

内平野部を西に屈曲しなが ら流れ、小河川を集めながら最上川 と合流 している。源流である吉

野地区には、縄文時代の遺跡が点在 している。

2 歴史的環境

南陽市内の遺跡の発見 ・確認は、昭和50年 代の南陽市史編纂事業や県文化財課の試掘作業に

よるところが大きい。現在その数は200箇 所 を越えている。また、近年の国道や県道工事に伴 う

発掘調査によって、平野部の遺跡数が増加 している。

次に周辺の遺跡の概略を述べ ることとする(第3図 遺跡位置図参照)。図中に見るように、縄

文時代の集落や中世の館跡が点在 していることがわかる。本遺跡の西に近接する山には、金の

採掘地であったことに由来する金座館跡がある。砦的な施設があった ともいわれている。この

金座館跡 よりL5キ ロ北西には大鷹山があり、その西眼下に織機川が流れ る。この織機川の段丘

上に、笹小平遺跡がある。表採だが、頁岩製の両尖ヒ首が出土している。更に、西の漆山を登

市 内 遺 跡 数

跡館座金

川

跡

首

遺

ヒ

機

平、
尖

月

織

笹

両

5



皿 遺跡の概要

大 野 平 遺 跡

久 保 遺 跡

吉 野 川

白鷹山丘陵群

向 畑C遺 跡

熊 野 山 遺 跡

赤山大醒ケ井
遺跡

諏 訪 前 遺 跡

三 入 山 遺 跡

岩 谷 堂 遺 跡

小 渕 沢 遺 跡

月ノ 木B遺 跡

館 跡

金 山 み か げ

吉 野 鉱 山

り降 りると須刈 田に出る。 この須刈田には、縄文時代早期か ら中期初めまで生活が営まれた

大野平遺跡がある。出土 した土器には、「縦や横方向に平行 して数条の沈線文が施される尖底深

鉢」もある。宮内扇状地の扇頂部にあたる熊野大社周辺には、縄文時代中期後葉の久保遺跡が

ある。吉野川流域より織機川周辺に人々の生活が営まれた理由の一っには、織機川の勾配が吉

野川のそれより緩いこと、吉野川上流には白鷹 山丘陵群の主峰 白鷹 山があり、周囲に降った雨

は一気に谷の吉野川に集中 し、永 らく吉野川流域部が安定 しなかったことが考えられる。吉野

川流域にしだいに遺跡が増加 し始めるのは、縄文時代中期以降、河川沖積作用の進行 と安定の

結果であろう。本遺跡の他に吉野川流域で確認 されている縄文時代の遺跡には、後期から晩期

にかけて営まれた南陽市立小滝小学校周辺の河岸段丘上にある向畑C遺 跡 と支流沿いにある熊

野山遺跡、赤山地区の吉野川支流2キ ロ上流にある晩期の赤山大醒ケ井遺跡、赤湯三間通の 自

然堤防上に三脚石器が出土 した中期後葉の諏訪前遺跡がある。吉野川を挟んで対岸には三入山

遺跡がある。当遺跡は、昭和55年 の果樹園造成工事時に、高橋義博氏が遺物を発見 したことに

よる。遺物は、縄文土器や掻器などである。縄文土器は小破片であるが、縄文時代前期に位置

付けられるものである。特に平安時代の須恵器 ・土師器が出土 してお り、本遺跡より北の遺跡

と趣を異にしている。本遺跡か ら東側の丘陵地を越えると、岩谷堂遺跡や小淵沢遺跡などがあ

る。南陽市東北部には、岩谷堂遺跡などの縄文時代晩期の集落が点在 している。弥生時代 につ

いては、段丘地内か らの出土例がなく、市内南側の平野部か らの事例がほとんどであった。金

山地区に隣接す る中川地区では、1988～89年 まで月ノ木B遺 跡の発掘調査があ り、縄文時代前

期の土器の他に弥生時代中期末～後期半ばごろの一群が出土 している。少量ではあるが本遺跡

に後続する時期のものであ り、注 目されよ う(山 形県教育委員会1989)。

中近世では、館跡が挙げられる。金座館の主郭は標高362mを 測 り、縄張 りは径170mの 不整

方形を呈する(山 形県教育委員会1995年)。 他に天狗山館、御嶽山物見な どが小滝街道沿いの小

高い山々に立地している。各館跡主郭部分からは、周辺の館跡や集落、街道が一望できる。

本遺跡の北東1.5kmに ある釜渡戸は、旧山形県庁舎にも用いられた金山みかげ(花 商閃緑岩)

の産する地区である。また、北6km上 流には、現在は閉山 したが県内屈指の黒鉱鉱床(黄 鉄鋼 ・

黄銅鉱 ・石英 ・石膏などの鉱脈)を 持った吉野鉱山がある。昔、この鉱山周辺か ら採掘 した金

を室町幕府に献上 したとも言われている。

引用文献

吉野文化史研究会1996「 吉野川の源流をさぐる」『吉野文化史資料(16)』

山形県教育委員会1989『 月 ノ木B遺 跡発掘調査報告書』(山 形県埋蔵文化財調査報告書第135集)

山形県教育委員会1995『 山形県中世城館遺跡調査報告書』(第1集)
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皿 遺跡の概要

皿 遺 跡 の 概 要

1 基本層序

A区 の 基 本 層 序(a-a'b-b')

1層 コンク リー ト・砕石(移 築 した家屋の基礎部分)

H層10YR2/1黒 色シル トに10㎜以下の丸礫を含む家屋整地層

皿a層7.5YR4/3褐 色粘質シル トに余 り焼土を含まない層

皿b層7.5YR4/3褐 色粘質シル トに焼土 ・黒ボクをの混合層

IV層7.5YR2/1黒 色シル トに砂、5mm以下の礫、遺物を含む層

Va層10YR3/2黒 褐色シルトに10YR4/3の 黄褐色砂を含む層

Vb層7.5Yr2/1黒 色シル トに砂、土器片を含む層

VI層10YR4/3鈍 い黄褐色砂に3㎜ 前後の丸礫を含む層

(V・VI層 とも不安定堆積で場所によっては観察されない)

V皿 層10YR2/3黒 褐色砂に大小の礫を多く含む地山層

皿 層 上層:砂 層で10㎜前後の丸礫 を多 く含む地山層

下層:10数cm大 の丸礫を含む地山層

B区 の 基 本 層 序(c-c')

1層10YR2/2黒 褐色シル トの耕作土

H層10YR3/2黒 褐色シル トに3mm大 の礫 と砂を含む旧表土層

皿a層10YR2/3黒 褐色シル トに大小礫を含む層

(硬くしまる遺構検出面)

皿b層10YR2/3黒 褐色シル トに風化礫の混在層

IV層10YR2/1黒 色シル ト(一 時的に湿地化 した層)

V層10YR3/3黒 褐色シル トの間層(遺 構検出面)

VI層10YR2/1黒 色シル トでIV層より砂の少ない層

(一時的に湿地化 した層)

2 遺構と遺物の分布

今回の調査において検出された遺構は、286基 を数える。その内訳は、土抗72基 、柱穴152基 、

性格不明遺構39基 、溝跡21条 、河川跡1条 、井戸跡1基 である。性格不明遺構…の中にはSX166

のように竪穴住居跡の可能性があるものもある。現時点で判断が困難なものを全て性格不明遺

構 とした。遺構検出面は、A区 においては、V皿層、B区 においては、㎜もしくはV層 である。 しか

し、一時的に観察される層や場所によっては様相の違 う層序もあり一概 に言えない部分 もある。

A区 北側には、土坑や柱穴、性格不明遺構が検出され、特に明確な柱痕 を持っ柱穴が点在 しA区 の 遺 構

ているのが特徴である。恐 らく、掘立柱建物や竪穴住居の存在を窺わせ る遺構である。残念な

がら調査区の幅が狭いため、予測の域を出ない。A区 中央～南には、土坑や溝、沢の他、性格

不明遺構 も検出されている。土坑問の切 り合いから新 旧関係が明確な遺構が見 られ る。遺構の

変遷を含めて後述 しているので、参照 されたい(「IV検 出された遺構」)。

B区 北側には、土坑や性格不明遺構、溝(沢 とすべきか)な どが、南側には溝などが検出さB区 の 遺 構

れている。北側の溝(沢)は 山側の西側から現河川側の東側に急激に傾斜 している様子が窺え

る。また、北側には間層を挟んで2層 の文化層が検出されている。中近世の遺構 として井戸 も

存在 していた。南側には、南北に流れていた溝が蛇行 している様子が見 られる。

今回、遺物点数を数えたところ4,456点 であった(胎 土などから同一個体と思われ るものや判 遺 物 点 数

別が困難な1～2cm以 下の小破片は省いた)。 遺構外のものを除くと、3,792点 を数える。大ま

かな時代毎の集計では、縄文中期(240点)、 縄文後期(803点)、 縄文晩期(396点)、 弥生(42

点)で ある。ただし、時代不詳の粗製土器の破片が3,000点 余 りあ り、実数は各時代増えると思

われる。また、遺物量の多い遺構は、SX276(248点)、SK280(225点)、SK17(116点)

の順で多い。割合的に粗製土器や精製土器の体部の破片が7割 以上を占める。ほとんどの遺構

で中期の遺物のみの出土は無 く、後期以降の遺物が必ず出土している。遺構の廃絶時期もそ う

理解できよう。
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IV検 出された遺構

IV検 出された遺構

今 回、検 出 された遺構 は、286基 を数 える。 ここで は、廃 絶時期 の推 定で き、形状 も明確 な遺

構 にっいて述 べ るこ ととす る。 なお、便宜 上、A区 北 か らB区 の順 で記載 してい る。

SK8(第7図)

20-2・3グ リッ ド(以 下G)内 で 検 出 された。平面プ ランは不整楕 円形で、長径170cm、 短

径130cm、 確 認面 か らの深 さは40cmを 測 る。断面形 は、逆 台形状で 、土層 は3層 確 認 され た。覆

土1・3層 か ら土器片 が出土 してい る。南側 にあ る土抗 の一部 を壊 して いる。 遺構 は、縄 文時

代後 期後葉 ～晩期 中葉 以降の所属 と考 え られ る。

SK15(第7図)

19・20-3・4Gで 検 出 され た。 遺構 の西 端は調査 区外 にのびる。平面 プラ ンは、 ほぼ 円形

と思われ、径 は100cm、 確 認 面か らの深 さは70cmを 測 る。断面 中位 に殺 を持 つ。土層は1層 で あっ

たが、西側 の土層が不 明であ るため、柱穴 の可能性 もあ る。遺構 は、 出土遺物 か ら縄文 時代後

期 以降の所属 と考 え られ る。

SK17、SP249・255、SX247(第8図)

SK17は 、21-2Gで 検 出 され た。 遺構 の東 側 は調査 区外 にのび る。平面 プ ランは、東 西 に

長 い楕 円形 であ る。長径 の残存長 は120cm、 確 認 面か らの深 さは60cmを 測 る。SP255は 、SK

17か ら南側 を壊 され てい る。 中心部 分 に柱痕 があ るのがわか る。柱 を固定す るた めに根 固石 を

添 えていた。SX247もSK17か ら北側 を壊 され てい る。SP249は 、21-2Gで 検 出 され た。

平 面プ ランはほぼ 円形 で、径 は90cm、 確 認 面か らの深 さは70cmを 測 る。覆 土は3層 で、2層 目

としたの は柱痕 、3層 は掘 り方 と思 われ る。遺構東側 でSX247を 壊 してい る。SX247は 、21-

2・3Gで 検 出 され た。遺構 の東側 は調 査区外 にのび る。西側 でSP249に 壊 され てい る。南北

径 は150cm、 確 認 面か らの深 さは34cmを 測 る。遺構 はそれぞれ切 り合い 関係 が ある ものの、概 ね

出土遺物か ら縄 文時代 晩期以降 の所 属 と考 え られ る。

SK89・274(第8図)

SK89は20-4Gで 検 出 され た。平面 プ ランは、不整楕 円形 である。長径 は130cm、 短 径 は110cm

で 、確認 面 か らの深 さは65cmを 測 る。西側でSK274を 壊 して い る。最下層 で、大洞C1式 に属

す る注 口土器 が出土 してい る。遺構 の所属 時期 もこの頃に求 め られ よ う。

SP257(第8図)

SP257はA区 北側 の北西端 にあた る21-2Gで 検 出 され た。遺構 の西側 は調 査 区外 にのびて

柱痕から土器片 いる。径 は90cm、 確 認 面か らの深 さ88cmを 測 る。柱痕 か ら大 きめの土器片 が出土 した。器 厚が

薄 く、晩期 の もの と推測 す る。

SK266、SX14(第8図)

SK266は21-3Gで 検 出 された。平 面プ ランは、方 形 に近 い。1辺 は70cm、 確 認面 か らの深

さは30cmを 測 る。SX14の 西 端 を壊 す。SX14は 、21・22-3Gで 検 出され 、平面 プラ ンは、

楕 円形 を呈す。 長径 は265cm、 短 径 は150cmで 、 確認面 か らの深 さは85cmを 測 る。覆土 内に多量
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IV検 出された遺構

の砂礫 が混 じる。 両遺構 は切 り合 い 関係 があ るが、概 ね縄文 時代晩期以 降の廃絶 と思われ る。

SK262、SX18(第9図)

SK262・SX18は20-4Gで 検 出 された。両者 の平面プ ラ ンは、楕 円形 を呈す る。断面 は中

位 に段 を持 っ。前者 の長径 は100cm、 短 径 は70cm、 確 認 面 か らの深 さは60cmを 測 る。後者の長径

は130cm、 短 径 は125cm、 確 認 面 か らの深 さは53cmを 測 る。遺構 は、出土遺物 か ら縄文 時代晩期 ～

弥生時代 に所属す る と考 えたい。

SX99(第9図)

SX99は 、20-4Gで 検 出 され た。平 面プ ランは不整楕 円形 を呈す る。 長径 は95cm、 短 径 は

75cm、 確 認 面か らの深 さは25cmを 測 る。遺 構は、縄 文時代 晩期 に所属す ると考 えたい。

SX267(第9図)

SX267は 、20-4・5Gで 検 出 された。南側 の調査 区外 にのび る。 長径 の残 存値 は、110cm

で 、 確認 面か らの深 さは65cmを 測 る。遺構 は縄文 時代 晩期 に所 属す る と考 えたい。

SX16、SK95(第9図)

SXl6は20-4Gで 検 出 され た。平面プ ランは楕 円形 を呈す る。長径 は140cm、 短 径 は130cm、

確 認面 か らの深 さは30cmを 測 る。 南側 でSK95を 壊 してい る。 また、掘 り込み の浅い柱穴 に よ

り東西端 を壊 され てい る。覆 土は、2層 で、拳大 の礫 と砂 が混 じる。SK95は 、や や長方形 を

呈 してい るが、北側 をSX16か ら壊 され てい るた め、平面 プラ ンが 明確 では ない。深 さは15cm

と、 浅 い掘 り込み であ る。SK95の 出 土遺 物は、 時代 不 明の粗製 土器片 のみで あるが、SX16

の 主 体 的な遺物 が縄 文時代後期 に あた るため、それ 以前 を所属 と考 えたい。

SP28・SX29(第11図)

SP28は 、19-6Gで 検 出 された。平面プ ランは、不整楕 円形 を呈す る。長径 は130cm、 短 径

は120cmで 、確認面 か らの深 さは60cmを 測 る。断面形 は先細 りになってい る。SX29を 壊 してい

る。SX29は 、19-6・7Gで 検 出 された。東 側の調査 区外 にのび る。径 は、200cm、 確 認面 か

らの深 さは70cmを 測 る。最下層 か ら大洞C1式 の浅鉢 が 出土 した。両遺構 とも、縄文 時代晩期 に

所属す る と考 えたい。

SK265・271(第11図)

SK265は 、19-7Gで 検 出され た。平面 プ ランは不整楕 円形 を呈す る。長径 は125cm、 短 径

は97cm、 確 認 面 か らの深 さは70cmを 測 る。 断面形 は台形状 で、覆 土 中に小礫 が混 じってい る。

また、東側 でSK271を 壊 してい る。遺 物 は、上層 か ら縄文 時代 後期前葉 の土器 片 が出土 してい

るが 、主体的 な遺物 は晩期 半ば の様相 を示す。底面 か ら石棒 が出土 してい る。SK271の 平 面 プ 底面 か ら石棒

ランは西側 の様子 が不明確 であ るが、楕 円形 を呈 してい る と思われ る。長径 の残存値 は110cm、

確 認面 か らの深 さは50cmで あ る。また、遺物 は、縄文 時代 後期前葉 の様 相 を示 す。SK265か ら

出土 してい る同時期 の土器片 は、 この遺構 か ら流れ 込んだ もの と思われ る。

SK270・286、SD31(第11図)

SK270は 、18・19-7・8Gで 検 出 され た。平面 プ ランは長 方形 に近 い。長辺 は105cm、 短

辺 は100cm、 確 認 面か らの深 さは20cmと 浅 い。 断面形 は レンズ状 であ る。北側 でSK286を 壊 し

てい る。SK286は 、18-7Gで 検 出 された。 平面 プランは楕 円形 と思われ る。 長径 は150cm、

短 径 は130cm、 確 認面 か らの深 さは130cmを 測 る。SD31は 蛇 行 しなが ら、A区 中央 部 を東西 に
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IV検 出された遺構

流れ ていた と思われ る。残 存す る部 分の深 さが浅 く、残 存状態 が悪 い。遺物 は、縄文 時代 晩期

の土器 片 のほか、弥生土器 も出土 してお り、所属 時期 は縄文 時代晩期 ～弥生時代 と考 え られ る。

この遺構 を壊 してい る2つ の遺構 は、それ 以降 とい うことになろ う。

SK269(第11図)

SK269は 、18-7・8Gで 検 出 され た。 平面 プラ ンは円形 を呈す る。 径 は150cmで 、確認 面

か らの深 さは35cmを 測 る。 断面形 は台形状 であ るが 、底 面 に凹凸があ る。遺物 は、縄文 時代晩

期 前葉の ものが あるため、所属 時期 もそ の頃 と考 え られ る。

SX67(第11図)

SX67は 、18-9Gで 検 出 され た。 西側 の調 査 区外 にのび る。 平面プ ランは不整楕 円形 と思

われ る。長径 の残存値 は165cm、 確 認面 か らの深 さは45cmを 測 る。最 下層 に大 きな礫 が混 じる。

また、上層 か ら縄文 時代 晩期の 土器 片が 出土 してい るが、主体 的な土器相 は後期前葉 の もので

ある。所属 時期 もそ の頃に求 め られ る。

SX30、SK260(第12図)

SX30は 、18-6・7Gで 検 出 された。 平面プ ランは、台形 を呈す る。長辺 は250cm、 短 辺 は

215cm、 確 認 面か らの深 さは60cmを 測 る。断面形 は、U字 状で ある。また、西側でSK260を 壊 し

てい る。遺物 は、縄 文時代晩期 中葉 ごろの もの が多 く、廃 絶時期 も同 じころに求 め られ る。SK

260は 、18-7Gで 検 出 され た。平面 プ ランは方形 を呈 していた と思 われ る。一辺100cmで 、確 認

面 か らの深 さは25cmを 測 る。縄文時代 後期 の土器 片が多 く、所 属時期 もその ころに求 め られ る。

SX115、SP284、SK280(第12図)

SX115は16・17-9・10Gで 検 出 され た。北側 で大小の土抗 ・柱穴 を壊 してい る。平 面プ ラ

ンは不整楕 円形 を呈す る。 長径 は250cm、 短 径 は155cm、 確 認面 か らの深 さは、40cmを 測 る。遺

物 は、1層 目か ら大木10式 期古殺 階の土器片 が出土 してい るが、覆 土 内か ら主に 出土 したの は

縄 文時代後期 ・晩期 の もので ある。SP284は17-9Gで 検 出され た。南側 でSX115、SK280

の 両 遺構 を壊 してい る。径 は60cmほ どで 、確認 面か らの深 さは65cmを 測 る。遺 物 は縄文 時代晩

期 の ものが主 体的で ある。SK280は17-10Gで 検 出 され た。SX115に よ り遺 構の半分 ほ どが

壊 されてい る。長 径 は100cm以 上 あ る と思 われ、短径80cm、 確 認 面か らの深 さは35cmを 測 る。断

面 中位 に殺 を持 つ。遺物 は縄文 時代 晩期前葉 の もの が主体で ある ことか ら、所 属時期 もその こ

ろにあた ろ う。壊 してい る2つ の遺構 はそれ 以降の所産 と考 え られ る。

SK68・283(第12図)

SK283は17-9Gで 検 出 された。平面 プ ランは不整楕 円形 を呈 して いる と思われ る。長径 の

残存 値は120cm、 短 径 は160cm、 確 認 面か らの深 さは30cmを 測 る。 また、北側3分 の1はSK68

に よ り壊 され てい る。SK68は17-9Gで 検 出 され た。 平面 プランは楕 円形 を呈す る。長 径 は

150cm、 短 径 は130cm、 確 認 面か らの深 さは35cmを 測 る。 断面形 は箱 形で、最 下層 に砂礫 が混 じ

る。 両遺構 とも遺物 の主体は縄文 時代後期 の もので あ り、所属 時期 もそ のころに あた る。

SK276、SX116(第12図)

SX116は17-9Gで 検 出 された。平面 プランは不整楕 円形 を呈す る。底 面 に凹凸が ある。長

径 は250cm、 短 径 は175cm、 確 認面 か らの深 さは80cmを 測 る。 また南側でSK276を 壊 して いる。

遺物 は、縄 文時代後 期か ら晩期 の ものが主体で あ る。SK276は17-9Gで 検 出 され た。南東側
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IV検 出された遺構

の調査区外にのびる。平面プランは不整楕円形を呈している。長径の残存値は135cm、短径は130cm、

確認面からの深さは60cmを 測る。遺物は、SX116と 同じ土器様相である。両遺跡の時期差はあ

ま り無いものと思われる。

SK114・SX84(第13図)

SKI14は 、15-11Gで 検 出された。平面プランは、楕円形を呈す る。長径は100cm、 短径は

90cm、 確認面か らの深 さは30cmを 測る。覆土内に大小の丸礫が混 じっている。また、SX84の

南側を一部壊 している。SX84は15-11Gで 検出された。平面プランは長方形を呈する。底面

は凹凸があ り、硬化面もない。住居跡 とは考えにくい。長辺は365cm、 短辺は225cm、 確認面か

らの深 さは15cmと 浅い。また、この遺構はSG287の 上層を壊 してお り、縄文時代後期の遺物 も

流れ込んでいる。所属時期は、縄文時代晩期以降 と考える。

SD100(第13図)

SD100は15-10Gで 検出された。東側の調査区外にのびる。円形に巡る形状 を思わせ る。南

北に高低差があり、住居跡 とは考えにくい。幅は65～95cm、 確認面か らの深 さは25cmを 測る。

断面形はU字 状を呈する。遺物は、時代不詳の粗製土器のみであ り、確実な所属時期は掴めなかっ

た。

SX117・166(第15図)

SX166は10-16Gで 検出された。西側の調査区外 にのびる。遺構東側に溝i状の張 り出 しを持

つ。遺構の両側が削平されてお り、東側の一辺のみが明確である。底面が平坦で、一部整地 し

た痕跡もあることから、住居跡の可能性がある。東端の底面直上で、縄文時代後期の土器片 と

逆位 に置かれた石皿が確認 された。また、覆土下層に問層を挟んでSX117が 検出された。南東

側の一辺のみの検出であるため、平面プランは不明である。残存する覆土の堆積も浅く、遺存

状態も悪い。遺物 も粗製土器の細片が出土するのみである。SX166の 所属時期は縄文時代後期、

SX117は それ以前 と考えられる。

SD187(第16図)

SD187は 、11・12-7Gで 検出された。B区 北端の排水桝の撤去時に発見 されたものである。

B区 北東壁の土層内にも覆土が観察でき、底面の高低差は5mほ どの距離で1.5m下 降 している

ことになる。性格 としては、「沢跡」とするべきだろう。排水桝西側の土層観察では、2つ の文

化層を確認でき、上層にも溝跡の存在が明確 になった。西側の山際か ら流れていた沢が時代毎

に流路を変えた と思われる。幅は90～150cm、 確認面か らの深 さは25cmを 測る。遺物は、縄文時

代晩期末のものが主体であり、所属時期 もそのころにあたる。

SE132(第16図)

SEl32は12-9Gで 検出された。平面プランは楕円形を呈する。掘 り方の長径 は220cm、 短

径 は180cm、 確認面か らの高さは240cmを 測 る。構造は川原石を積んで造った石組みの井戸であ

る。覆土最下層に炭化 した廃材が多量に埋め られていた。近隣の古老の話では、幼少の頃には

埋められていたようで、使用 していなかった とい うことである。掘 り方から近世後半の陶磁器

が出土 していることから、造 られた時期 もそのころにあたると言える。

SD173(第17図)

SDl73は10～12-18～21Gで 検出された。B区 北側で東西に貫流 している。底面は東側が若

住居の可能性

沢 跡
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V出 土 した遺物

干低 い。小 さい土坑や柱 穴、溝 に よって一部壊 され てい る。幅 は160～320cm、 確 認面 か らの深

さは45cmを 測 る。遺物 は縄文時代 晩期の ものが少量 出土 してお り、廃絶時期 もその ころに あた

ろ う。

SD236(第18図)

SD236は8・9-23・24Gで 検 出 され た。 隣接 す るSD241に つ なが る遺構 か も しれ ない。

形状 はL字 状 で、全 体的 に遺存 状態 が悪 い。幅は70～130cm、 確 認 面か らの深 さは10cmに 満 た な

い。 遺物 は上記SD173と 同様 であ る。

SD241(第18図)

SD241は9・10-24・25Gで 検 出 され た。北東側 をSK240か ら壊 され てい る。形状 はL字

状 で、全体的 に遺存状態 が悪い。幅 は50～100cmで 、確認 面か らの深 さは10cmに 満 たない。遺物

はSD173と 同様 であ る。

SD235(第19図)

SD235は4～7-23～28Gで 検 出 され た。北側でL字 に屈 曲 し、南側 で二股 に分かれ る。B

区 南側 で、蛇行 しなが ら南 北 に貫流 す る。幅 は65～130cm、 確 認 面か らの深 さは23cmを 測 る。遺

物 はSD173と 同様 であ る。

V 出土した遺物

1縄 文土器 ・弥生土器

今次の調査により出土した当該期の遺物は1,500点 を超える。時代不詳の粗製土・器(文 様帯の

ない体部破片 もカウン トしている)の 破片の点数を足す と、4,000点 ほどにまでなる。その中で

遺構内か らの出土は、1,200点 ほどである。遺物は、縄文時代中期後葉～弥生時代中期前葉まで

のものが出土している。ほとん どの弥生土器は遺構外から出土 したものが多い。以下簡潔 に土

土器相の分類 器相を分類 し、その代表的なものにっいて述べたい。

1群1類 …体部の文様帯に縦方向の隆沈線 と連結 して渦巻き文が展開する。大木8b式 に属

す る。楕円文と渦巻文の組み合わせのもので次期のものも内包 している可能性が

ある。

1群2類 …無文地に沈線 と磨 り消しによる渦巻き文や楕 円形を主たる構成要素 としているも

の。大木9式 に属す る。

1群3類 …隆帯文 と幅広の無文帯による楕円形、S字 状、S字 を連結 したような 「波濤」状

の文様展開をするもの。 口縁部が強 く外反するものが多い。大木10式 に属する。

H群1類 …口縁部に山形や環状突起が付 くものが多 く、穿孔ないし盲孔がなされる。地文の

上か ら多条沈線による文様を展開するものも多い。また、器面の一部ないし全面

に連続刺突を施すものもある。また、 口縁部に大波状や大突起が付くものが多く

帯状の刻 目や縄文を巡 らす。体部に羽状縄文を施す こともある。 口縁部装飾突起
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V出 土した遺物

を持ち、円形刺突などを体部施すものもある。 ここでは、後期前葉～中葉までを

扱 う。

H群2類 …いわゆる後期後葉の 「瘤付土器」の段階にあたる。平 口縁あるいは波状口縁に貼

瘤のある突起を持つものがある。帯状の刻 目や縄文に瘤を貼 る。瘤に刺突や刻 目

を付けるものもある。

㎜群1類 …縄文時代後期末～晩期初頭の大洞B式 に併行すると考えられ るもの。台形状の突

起が付いた り、体部文様に入組文が施 されることが多い。また、 口縁部が緩やか

な波状になるものも多く。三叉文や玉抱 き状の文様が帯状に巡る。

皿群2類 …縄文時代前葉の大洞BC式 に併行すると考えられ るもの。 口唇部にB突 起の付 く

ものが多い。それ と繋がるように羊歯状文を巡 らす。

㎜群3類 …縄文時代 中葉の大洞C式 に併行すると考えられるもの。 口唇部にA突 起を付けた

り、刻 目を施 した りするものが多い。平行沈線や沈線間に刻 目を入れ るものもあ

る。体部に雲形文を施す(C字 状 ・S字 状も含めた)も のもある。

㎜群4類 …縄文時代後葉の大洞A式 に併行すると考えられるもの。 口縁部は平 口縁のものが

多 く、希に突起のあるものもある。平行沈線が施 され、匹字文を主たる構成要素

とする。匹字文の変遷により、弥生時代 に近い大洞A'式 も内包する。

IV群 …弥生時代前期～中期前葉 にあたる。器形 として鉢類のほか、筒形のものや蓋といった

ものが加わる。この時期、盛用 される変形匹字文のほか、磨消縄文による三角文や波

状文、鋸歯文を施す ものもある。

V群 …その他、主に地文のみのもので各時期にわたるものを一括 した。

(1)1群1類 大 木8b式

該期の資料は小破片が少量出土している。246は 、口縁部が内湾 し、隆起線 による渦巻き文 と

沈線による楕円文が巡る。638は小 さめの渦巻き文のみの資料であるが、口縁部に巡 るもの と思

われる。611は 地文が2段RLで 、その上に縦位の沈線 と渦巻き文が施 されている。体部の資料

である。

(2)1群2類 大 木9式

該期の資料は口縁部の資料が少量出土している。349・669・702・759・847は 、 口縁部の資料

で、渦巻き文である。大木9式 でも古い段階にあたる。700も 口縁部の資料で横位の楕 円文の両

脇に縦位のS字 状文様帯が巡る。438・701は 縦位に渦巻き文が展開する。

(3)1群3類 大 木10式

該期の資料は、本遺跡縄文時代 中期の遺物の中で最 も多い。表1の 中で 「大木10」 としたも

のの殆 どは、幅広の無文帯を持つものである。小破片が多 く、文様の全容が掴める資料が少な

いが、完形に近い資料 も1点 のみある。 口縁部の様子か ら2っ に分類できる。また、破片が小

さいため、文様による分類はしていない。なお、小分類は文章中で扱 うのみである。

A類 …口縁部が内沓するもの(91・108・435・436・437)

B類 …口縁部が直立または外反するもの(70・95・99・107・182・183・184・186・229・

329・351・352・559・560・682・761)

次に主な資料について説明したい。
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682は 体 部 中 位 か ら 緩 や か に 外 反 し て い る 器 形 で あ る 。地 文 は2段 のRLで 、 口 縁 部 ～ 体 部 上

半 に 幅 広 の 無 文 帯 を 巡 ら し 、 波 濤 状 の 文 様 を 呈 す る 。 文 様 の 一 部 は 玉 抱 き 状 に な る 。 底 部 は 無

文 で あ る 。95は 外 反 す る 口 縁 部 を 持 ち 、 玉 抱 き 状 ま た はS字 状 の 連 結 文 に な る と 思 わ れ る 。 玉

抱 き 状 区 画 内 と 刺 突 で 充 填 す る も の も あ る(132)。329は2段 のRL縄 文 を 施 し 、沈 線 に よ っ て

方 形 に 区 画 し て い る も の で あ る 。436はSX115上 層 か ら 出 土 し た も の で 、 隆 帯 状 の も の がT字

に 貼 ら れ て い る 。 口 縁 部 に 向 っ て 内 湾 す る 器 形 で あ る 。 上 記 の も の よ りや や 古 相 で あ る 。 な お

99・107・329・375・762な ど の 深 鉢 の 文 様 で 隆 帯 に よ る 方 形 区 画 文 が 僅 か に 出 土 して い る が 、

後 期 初 頭 に 位 置 づ け る 見 解 が あ る(山 形 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー2005)。

縄 文 後 期 前 葉(4)11群1類
～ 中 葉

本 遺 跡 で 最 も 多 く 出 土 し て い る 段 階 の 遺 物 で あ る 。 小 破 片 が 多 く 、 全 容 を 把 握 で き る 資 料 が

少 な い 。 そ こ で 、 口 縁 部 、 突 起 の 器 形 や 口縁 部 ～ 体 部 な ど 文 様 で の み 分 類 し た 。 小 分 類 は 文 章

中 で 扱 う の み で あ る 。

口縁 部 ・突 起 器 形

A類 … 平 口縁(8・21・42・43・76・189・227・268・314・315・337・361・446・495・504・

545・547・562・565・566・831・833)

B類 … 山 形 突 起 を 持 つ も の(65・94・96・187・188・195・196・266・267・368・369・370'

371・390・401・405・407・443・457・458・503・505・520・534・571・598・641・642

・714・716・727・818)

C類 … 環 状 突 起 を 持 つ も の(158・254・256・404・717)

D類 … 橋 状 把 手 を 持 つ も の(67・93・855)

E類 … 波 状 口縁 を 持 つ も の で 、 波 頂 部 に 装 飾 突 起 を 持 つ も の も あ る(26・39・65・197・259・

307・376・462・723・724)

F類 … 平 口縁 で 内 面 に 丸 い 突 起 を も つ も の(730・785)

文 様

a類 … 沈 線 で 文 様 を 描 く も の

a1類 … 多 条 沈 線(117・125・126・192・198・232・233・250・254・269・311・330・363

・379・409・410・445・482・490・562・778～780・786・849～851)

a2類 … 多 重 円 文 ・蕨 状 文(119・122・123・190・193・194・235・411・412・563・602・

825)

a3類 … 菱 形 文(314・545)

b類 … 隆 帯 ま た は 沈 線 を 巡 ら す も の

b1類 … 方 形 ・楕 円 形 の 沈 線 ま た は 隆 帯(34・76・120・256・268・286・309・361・377・

481・503・534・536・571・598・643・728・819・820)

b2類 … 底 部 直 上 に 隆 帯 が 巡 る(310・558・561・821)

c類 … 連 続 刺 突 を 施 す も の 。(74・75・98・135・136・237・238・240・241・332・366・446

・447・495・507・564・572・599・600・829～833)

d類 … 隆 帯 上 に 刺 突 を 施 す も の 、 あ る い は 沈 線 と 刺 突 が 連 結 す る も の

d1類 …8の 字 文 な ど の 口 縁 部 文 様(10・33・118・133・137・239・267・358・391・427・
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444・458・480・520・616・715・773・774)

d2類 … 頸部 の隆帯上 に列 点状刺突(188・189・364・645)

e類 …平行 沈線(隆 帯)や 方形 沈線 間に刺 突 を施す もの(42・131・134・152・158・206・

854)

f類 …沈線 、帯状 の縄 文帯や無 文帯で帯状 文や入組 文な ど施す もの

f1類 …帯状文 で入 組文 ・連 孤文 を描 く(202・376・573・607・789)

f2類 … 帯状文 に刺 突、S字 状沈線 を施 す(43・259・449・565・566・729・846)

f3類 … 帯状文 のみ(26・197・315・429'462'491●547)

f4類 … クランク状 の入組文(16・271・504・730・781・785)

g類 …楕 円 ・入組状 の区画文 を巡 らす もの(657・791・838)

h類 … 円形 刺突 を巡 らす もので、 中には不整 円形 の もの もある(56・522・723・724・834・

835)

i類 …細 かい羽状縄 文 を施す もの(367・861)

以 上 の よ うに分類 したが 、破 片資料 が多いた め、複 合的 な要素 を持っ もの も含 まれてい る と

思われ る。

次 に 口縁 部の器形 か ら様相 を述 べた い。

A類 には、口唇部 に加飾 をす るものや、肥厚 し丸 みを帯び た もの な どがあ る。前者 には831や

833の よ うな深鉢 の 口唇部 に棒状 工具で斜状 に刻 目を入れ た り、495の よ うに縦状 に刻 目を入れ

るものもあ る。体部施 文はc類 が多い。後者 は、42や152の よ うな浅鉢 に多 く、 口縁 部界 に沈線

間の横長 の刺突 が入 る。体部文様 はe類 が多 い。また、43・565の よ うに平 口縁直 下に刺突 を巡

らす もの もあ る。 これ らは、後期 中葉 に属す る。平 口縁で も、 口縁部界 に注 口が付 くもの があ

る。227は 注 口浅鉢 で、体部 に縦 ・横 にス リッ ト状の沈線 が施 され る。長井 市空沢遺跡 出土 の も

の とは、 口縁部や体 部の形状 に差違 がある(山 形県埋 蔵文化財 セ ンター2005)。 同 遺跡 出土品

の器 形 が壷形で、胴 部珠状 であ るの に対 し、本遺跡 出土 品は体部か ら口縁 部 にかけ屈 曲す る器

形で ある。227は 宮 城県 二屋 敷遺跡 の 「注 口土器B類 」 に似 る(宮 城 県1984)。

B類 は、 山形突起 あ るい は小 波状 になる一類で あ る。該期 口縁部資料 の 中で最 も多い器形 で

あ る。 また、突起 には 円孔や盲 孔 を施す もの と隆帯や 沈線 を描 くもの、無 文のみ の3つ の タイ

プ に分 かれ る。457・458は 口縁部 のみ の資料 で あるが、深 鉢 であろ う。458は 、突起 中央 に円孔

が なされ 、それ と繋 が るよ うに隆帯が縦 ・横 に配 され る。457は 外 面 に縦方 向 にのび る2条 の不

明 曲線 と横位 の沈線 が施 され てい る。 同様 の資料 は六反 田遺跡 で も出土 してい る。 内面 には、

隆帯 と刺 突 を組み合 わせた、8の 字 状輪形隆文 が見 られ る。196は 、浅鉢 と思われ る器 形の もの

で、突起 の内外面 とも無文で ある。188は 、 口縁部 が無文で 、小 波状気 味の突起 にな ると思 われ

る。 口縁 部直下 には隆帯の上 に縦位 の刻 目を付 ける。 同 じ器形 で あるが、突起頭頂 部か ら垂 下

す る隆帯 を持 ち、 口縁 部直下 に188の よ うに横位 の隆帯 を巡 らす もの もある。

C類 は、環状 の突起 が付 くものであ る。404は 深 鉢で 、口縁部 に環状突起 が連続 して配 され て

い る。 直下に2条 の沈線(磨 り消 しを伴 う)を 施す。 同様 の形 状は254に も見 られ る。158は 突

起部 で環 状に巡 った隆帯が垂 下 してい る。 口縁部 には沈線 で囲われた刺突 文が充填 され る。前

葉 で も古 手に あたろ う。隆帯 が垂 下す る ものは他 に256な ど もある。

注 ロ 土 器
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D類 は、橋状把手を持つものである。67は 内外面に円孔、そ して周囲に渦巻 き文を施 してい

る。93も これに含 まれると思われ る。 リング状の隆帯の交差する部分に刺突を施す。

E類 は、波状 口縁を持つ ものである。197は 大振 りな波状 口縁に帯状文(刻 目)が2条 巡 って

いる。259・462は 鋭角に張 り出した口縁部を持つ。39や307、723の ように波頂部を摘み出すよ

うに作るものや724の ように肥厚 した波頂部に珠状の突起を付けるものもある。

次に文様について概観する。本来は文様帯ごとに述べ るべきだが、小破片のため残片から類

推す ることしかできないため、破片 ごとの文様の列挙に止 める。

a類 は沈線を巡 らす もので、出土品の中で最も多い。126や311の ように多条の沈線を縦位 に

展開しているものがある。区画内を無文にする117の ようなものも見 られる。192や412の ように

体部にジグザク状の沈線を施すものもある。多条になるものより、若干古手 と思われる。その

他、粗い沈線で菱形文を施すものもある(545な ど)。

b類 は 口縁部～体部上半に曲線的に隆帯を貼 り付けた り、沈線で文様を描 くもの と、深鉢で

底部直上に横位の隆帯を巡らすものである。前者では534・728な ど、後者では558な どが挙げ ら

れる。

c類 は、体部の施文で比較的多い方法である。刺突す る場合の施文具は細い棒状工具(446・

495・599・833な ど)で あった り、指頭(332・830な ど)で あった りと多様である。446の よう

に平口縁の頭頂部か ら刺突がなされるタイプと495の ように頸部まで無文のタイプとに分かれる

よ うである。

d類 では、8の 字状輪形隆帯(133・458な ど)、1字 状孔沈隆起線文 ・沈線文(444・520な ど)、

C字 状(逆C字)孔 沈隆起線文(267・616な ど)が 挙げられる(語 句は六反 田遺跡の名称 を使

用)。簡潔に言えば、隆帯(隆 起線)上 に刺突を縦位にする方法で、8の 字状輪形隆帯(8の 字

文)は 堀ノ内式の指標 となっている。 これ らは口縁部界に施されることが多 く、体部の多条沈

線文やジグザク状文 と連結することが多い。また、188や189の ように頸部の隆帯上に棒状工具

で刺突されているものも含んだ。

e類 は、沈線間に刺突を充填するものを挙げる。152の ように口縁部界に平行する沈線を巡 ら

し、沈線間に横長の刺突を施すものがある。その他に、131や158の ように長方形に沈線で区画

した中に刺突を施すものや隆帯で区画された横長のスペースに列点状に施文す るものなどがあ

る。

f類 は、堀ノ内2式 以降に見られる。浅鉢では、376の ように口縁部直下に縄文帯が横位の入

組状に巡るものがある。 口縁部の状態は違 うが、戸沢村津谷遺跡でも同様の文様を呈す る浅鉢

が出土 している(山 形県埋蔵文化財センター1997)。 また、781は 深鉢で、体部上半にクランク

状の入組文が施 されている。789は連孤状に縄文帯が連結する。43は、口縁部内面に刺突を巡 ら

し、体部内面上半～中位に細い入組状の沈線が入っている。

g類 は、磨消縄文で楕円形や入組状に区画 されるものである。破片のみのため全容は不確実

だが、体部中位 に曲線状の文様のあるものを入れた。

h類 は、円形の沈線に沿って刺突を巡 らす もので、加曽利B2式 に併行する。56・723・834・

835な どがそれにあたる。724は 突起直下に半円形の刺突 をして、さらに口縁に沿って も刺突を

行っている。
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i類 は、地文 のみの もの だが、該期 の特徴で ある細 かい 「羽 状縄文」 を施 してい るもの を取

り上 げる。367は 、 体部 中位 の資料 で、体部外 面 に羽状縄 文 を施 してい る。 また、861の よ うに

底部直上 の資料 もあ る

(5)11群2類 縄文 後期 後葉

ここでは、 「瘤 付土器」の段 階につい て述 べ る。今次 の調 査で は、晩期 の遺構 に流 れ込ん でい

た りと、主体 となる遺構 は少 ない と思 われ る。そ のた め、破 片資料が多 く、判別 が付 きに くい

もの ばか りで あった。 ここでは、 口縁部 ～体部文様 と突起 、貼 瘤の形状 に よ り分類 した。 ただ

し、後期 末の瘤付第IV様 式 か ら大洞B1に 入 るものは、論議 のあ る ところなの で、次の㎜群 の

文頭 で述 べ るこ ととす る。

口縁部 ～体部文様(口 縁部器形 は平 口縁 で ある)

A類 …縄文 ・刻 目帯の 中央 に横 位 の1条 沈線(1・19・40・207・208・298・313・452

・621・737・784・794・801)

B類 …2条 縄文 帯問 に無文 帯(17・465・738・860)

C類 …1条 の縄 文帯(18・799)

D類 … その他 、櫛 描状 の条線 が入 る(20・60・82)か 無 文 の もの(472)

突 起

a類 …針先状 または小台形 の突起 のあ るもの(1・208・451・467・575・576・605・

735・739・794・796・840・841・860)

b類 … 貼瘤状 の突起の ある もの(40・46・47・77・453・743)

貼 瘤

i類 …棒状 の粘 土塊 を 口縁部 また は体部 に貼 り付 ける(312・313・450・452・737)

ii類 … 円形 の粘 土塊 を 口縁部 また は体部 に貼 り付 ける(19・40・209・228・279・284・

298・316・318・421・451・524・525・568・605・606・619・620・621・734・735

・739・740・741・742・744・799・800・801・802・840・843・860)

iii類… 棒状工具 で刻みや刺 突 を してい るもの(1・46・47・77・294・359・576)

そ の他 体部文様 では、帯状文(317・434・466・646・732・733)、 入 組文(128・421・524・

525・567・606・734・802・843)、 連 孤 状(165・260・284・842)、 菱 形 文(201)、 格 子 文(276・

291・365)、 条 線 文(210・518・574・596・597)な どが見 られ る。壷 の頸 部 または体部で1～

3条 の細 い起線上 に貼瘤が な され るもの もあ る(318・568・800な ど)が 、胎 土な どを見 ると、

同一個体 の もの もあ るか も しれ ない。その他、帯状 文の 中で も縄 文帯 のほか刻 目状 の もの(161)

もあ る。特 に注 目され るの は、底部 に多数 の穿孔 され てい る小型 の無文鉢 も見つかってい る(472)。

(6)皿 群1類

縄文後期 末～晩期初 頭大洞B式 に併行す る殻階 の もの を扱 う。

ここでは、 口縁部 ・突起 の器形 、 口縁部 ～体部文様 に しぼって述べ る。

口縁部 ・突起器形

A類 …波状 口縁(78・100・103・147・220・252・397・431・895・896・899)

B類 … 台形状 あ るい は三角状 突起 が付 く(140～143・146・170・174・211・212・

縄 文 後期 末 ～

晩期初頭
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218・529・608)

C類 …珊瑚 状突起 が付 く(41・243)

D類 …平 口縁(901)

文様

a類 …菱形 ・連孤状(78・394)

b類 …三叉 文 あるいは玉抱三叉 文(100・147・174・218・384・570・578・608・609

●805●898●900)

c類 …入組 文(103・170・216・214・219・252・277・304・397・420・530・543・746・

803.897.899)

な お 、c類 の 中には瘤 付第IV様 式(安 孫子編 年)の 文様 の もの もあ る(304な ど)。

大 洞BC式(7)皿 群2類

縄 文時代 晩期 前葉大洞BC式 に併行 す る段 階の ものを扱 う。

ここで は、突起 ・口縁 部の器形 、 口縁部 ～体部文様 に しぼ って述 べ る

口縁部 ・突 起

A類 …平 口縁(274・387・400・476・477・510・907・909)

B類 …B突 起が付 くもの(57・90・262・280・281・419・302・383・386・538・749・864

●906●908)

文 様

a類 …口縁部 に羊歯状文または珠状文 を施す もの(57・61・90・274・280・281・282・302・

383・419・477・509・510・537・538・615・649・749・863・864・906・907・909・

910)

b類 … 口縁 部 に入組 文 を施す もの(615・864・909)

a類 とb類 が共 に施 されてい る615が あ る。そ の他 、多 くの資料 の体部下 半は縄文 が施 されて

いるが、509の よ うに無文 の ものもあ る。また 、浮 き彫 り状の文様 が体部下 半に施 され てい るも

の もあ る(90)。403の よ うな無文 の 口縁部 直下に沈線 間に入組文 が巡 るものや 、64の よ うな無

文 の壷(注 口?)も こ の段 階に含 まれ るか も しれ ない。386は 口唇 部にB突 起付 き、体部 との 間

に橋 状の把手 を持つ。387や400は 同 じ器形 だが平 口縁 であ る。

大 洞c式(8)皿 群3類

縄 文時代 中葉 の大洞C式 に併行す ると考 え られ るもの を扱 う。縄 文時代 晩期 の遺物 の中で も

最 も数の多 い もので ある。 ここでは、 口縁部 ・突起 の器形 、 口縁部 ～体部文様 に しぼって述べ

る。

口縁部 ・突 起

A類 …平 口縁(54・87・324・508・630・654)

B類 … 口唇部 に密 な刻 目を施す もの(13・81・300・323・346・492・496・539・540・629

●867●875●877)

C類 …B突 起が付 くもの(51・104・273・653・751・753・845・866)

D類 …小波 状 口縁 で丁寧 な作 り(752)

E類 …A突 起が付 くもの(63・86・422・684・913)
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F類 …退化 した波状 口縁 が付 くもの(883・912)

文 様

a類 …平行沈線 間に刻 目を施 す もの(13・51・54・81・87・273・321・323・324・334・

422・433・489・496・526・528・653・752・753・867・875・877)

b類 … 平行沈線 を持っ(63・86・104・301・344・346・527・540・541・581・627・62g・

630・650・654・662・684・751・845・866・883)

c類 … 雲形文や入 組文 な どを施す もの(51・104・255・300・395・508・513・912)

こ の段 階の資料 は豊富で ある。 掲載資料 以外 に も小破 片 が主に遺構外 か ら出土 してい る。

C1段 階で は完形 の浅鉢(346)や 注 口土器(51)が 特 筆 され る。346は 口唇部 に丁寧 な刻 目

を施 し、細い平行沈線 を巡 らす。 内外面 には炭化物 が多 く付着 してい る。 底部 は無 文で ある。

51は 平 口縁の随所 にB突 起 を持 ち、頸部 は無文 であ る。 口縁部 の内傾す る浅鉢 で丁寧な意 匠の

もの があ る(528・752な ど)。 体部上 半には平行沈線 間+刻 目、そ の下に雲形文 が施 され る。底

部近 くは無文で ある。器 面全体 に赤彩 を施す。104の よ うに大型 の皿 もあ る。体部 は直線的 に立

ち上 がる。C2段 階 では913の よ うに 口縁部 にA突 起が巡 る もの も多 い。小 波状 の 口縁部 にA突

起が付 くもの もある(86)。 ま た、退化 した波状 口縁 を持 つ もの もあ る(912な ど)。 丸みの あ る

波状 口縁 に幅広 の沈線 、体部 に雲形文 を施 す。912に は補修 孔 も見 られた。

(9)皿 群4類 大 洞A式 ～

縄文 時代晩期後葉 を扱 う。 中には、弥 生時代前葉 の様相 を持 つ と思 われ るものも若 干見 られ

る。 また、数 こそ前代 の資料 には及 ばないが、遺構 に伴 うものが多い。特 にA区 の大型の土坑

やB区 の溝 跡で は主体的で ある。 ここでは 口縁部 ・突 起 の器形 や文様 に しぼ って述 べたい。

口縁部 ・突起

A類 …平 口縁(398・516・552・554)

B類 … 突起 が付 くもの(29・871～873・917)

文 様

a類 …匹字文 を施 す もの(29・345・494・516・553・554・636・756・871・872・916・

918)

b類 …斜 状沈線 に よ り文様展 開す る もの(295)

c類 … 連孤文 が巡 る(398)

d類 … 鋸歯文 が巡 る(915)

d類 … 無文 のもの(658・680)

特 に注 目され るのは、文様帯 の内容 が多種多様 であ るこ とであ る。 匹字 文 を例 に見たい。形

状 は上 下対向の もの(553)、 上 下交互の 匹字 文(29)、 下 向 きの もの(756・871・872・916・918)、

上 向きの もの(494・516・917)が 挙 げ られ る。中で も29は ほぼ完形 で出土 してお り、全容 のわ

か る唯一 の もの であ る。 口唇部 にB突 起 を巡 らし、 口縁部 ～体部上半 に2段 の 匹字 文 を施す。

底部 に短脚 が4つ 付 く。ま た補助 単位文 を思わせ る文様 を展 開 してい る もの もある(554)。 破

片の ため判 然 とは しないが 、 「大洞A式 」 よ り新 相 も含 んでい る可能性 が ある。915は 高 圷 も く

しは鉢 にあた る。外 面 に丁寧 な意匠 の鋸 歯文 を巡 らす。大洞A'殻 階の もので、砂沢 に近い(須

藤 隆氏教示)。 無文の浅鉢(658)は 「底部 で一旦 張 り出 し、その後屈 曲 しなが ら外傾 」す る器
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形 であ る(山 形 県埋蔵 文化 財セ ンター2003)。 断 面形 は逆台形 にな ろ う。天童 市砂子 田遺跡 に

て出土 した 「浅鉢D類 」にあた る。 また 、同様 の器形 で底 部 に穿孔の ある小型 の もの も出土 し

てい る(680)。

弥生時代前期～(10)N群

中期前葉

弥生時代前期 末～ 中期 前葉 にあた るものを扱 う。資料 の ほ とん どが遺構外 か らの 出土で あ り

小破 片が ほ とん どで あるが、 中には665の よ うに2分 の1個 体 を有す る もの もある。

ここで は、 口縁部～ 体部の文様 に しぼって述べ る。

A類 …変形 匹字文 を持 つ もの(544・624・665・814・862・892)

B類 … 波状 文 も しくは連孤文(631・659・808・809・810・812・815・816・893)

C類 … 区画 文(30・478・660・661・755・817)

代 表 的 な もの を述べ る。665は2分 の1個 体残存 してい る。体部 上半が無文 で 口縁部 は外 反す

る もの と思 われ る。体部 中位 には平行 沈線 間に刻 目を施 し、体部 下半 には三 角形状 区画 文 と変

形 匹字文が巡 る。812・815・816は 口縁部 が 内育す る鉢で あ る。 口縁部周 辺 に連孤 文 を巡 らす 。

また、蓋 な どの器種 も出土 してい る(893)。 鋸 歯 に近い波状 文 を呈す る。同一個体 と思 われ る

資料 の 口唇部 には炭化物 が多 く検 出 され た。30は 、口縁 部か ら体部 上半 のもので ある。上記812

な ど と同 じ器形 と思 われ る。 「口縁 内育有 文鉢」と思 われ る(石 川2005)。2条 の沈線 で菱形状

の区画 を作 り出 して いる。 これ らの 中の一部 が福 島県孫 六橋遺跡 との共通性 が指摘 され てい る

(須藤 隆氏教示)。

(11)V群

主 に地文 のみの ものを扱 う。この分類 にあた る後期 ・晩期 の地文 のみ の もの は2,000点 を 数 え

るが、小破片 のた め、同一個体 の可能性 もあ る。

ここで は紙数 の 関係 か ら大 まかな分類 のみ述べ るこ ととす る。 また、主 に残 りが 良 く、器 形

が推 定で きる もの に しぼった。 なお、上記H群1類 の羽 状縄文 が施 され たもの(Hli)や 、

H群2類 の櫛描 状の条線 が施 され てい るものや無文 の もの(H2A4)は 除 いてい る。

(深鉢 ・鉢)

A類 …器面 に縄文 が施 され るもの

A1類 …平 口縁 、器厚 があ り、直線的 あ るい は多少 内湾 しなが ら立 ち上 が る(85・258・

557●670)

A2類 … 平 口縁 で、器 厚が薄 く、 口縁部 が無文 にな るもの(677・679)

A3類 … 平 口縁 で、器 厚が薄 く、 内沓 しなが ら立 ち上が る(23・169・257・297・306・

402・678)

A4類 … 平 口縁 で、器 厚が薄 く、直線 的に立 ち上 が る(4・24・59・83・289・666・758)

A5類 … 平 口縁 で器厚 が薄 く、口縁 部が屈 曲 し、外反 す るもの(14・423・656・888・889)

A6類 … 大 きめの波 状 口縁 で、外傾 す る(263)

A7類 …波 状 口縁 で、直線 的に立 ち上 が る(50・102・548)

A8類 …波 状 口縁 で、 口縁部 が屈 曲 し、外 反す る(15・55・493・549・683)

B類 … 全面 が無文 の もの

B1類 …器 厚の ある無文の もので、 内湾(173・487・664)直 線 的な もの(58)

22



V出 土した遺物

B2類 …器厚 のあ る無文 の もので 、台付(171)が あ る

C類 …ハケ 目状 の調整 が入 り、直線 的に立 ち上 が るもの(546・582)

(壷)

D類 …器 面 に縄文 が施 され る もの

D1類 …平 口縁(84・226)

D2類 … 波状 口縁(22)

E類 … 全面が無文 の もの(64)

(皿)

F類 … ミニチ ュア(172)

(底部 資料)

G類 …底 径が大 き く、断面形 が逆台形状 にな る もの(264・663・671・673)

H類 …底 部が肥厚 し、直線 的に立 ち上 が るもの(101・308・424・672・675・676)

1類 … 台付の もので、底部 が肥 厚す る もの(53)、 ハ の字 に開 くもの(224)が あ る

J類 …底 径が比較 的小 さ く、断面形 が丸み を帯び 、上 げ底風 に ある もの(399・532)

K類 …底 径が比較 的小 さ く、断面形 が逆台形状 にな るもの(674)

※ 第V章1の 掲載 土器 の図版番 号や写真 図版 番号 は、資料 が複数 の頁 にわた ってい るた め、文

章 中では遺物番号 のみ を記す ことと した。 図版番号等 は 「表1」 を参照 されたい。

2土 製品

土製 品 として は、円板状 土製 品が出土 して い る(第23図 写 真 図版40・45)。 全 てが土器片 の

周 囲 を楕 円形ま たは、 円形 に加 工 した もので、元 々の土器 の器 面 をそ のまま利用 してい る。表

面 に編物圧 痕の ある もの(919)、 地 文の縄文 が残 るもの(920～922)、 地 文に沈線 を付加 してい

るもの(923・924)で あ る。特 に穿孔 した りな ど装飾性 はない。

3石 器 ・石製 品

出土 した石器 は、土坑 な どの遺構及 びその周辺 か らのものが ほ とん どで ある。

石鍛(第22・28・29・32・33・34・37図 写 真 図版67)

鉄

出 土数 は16点 で石材 は頁岩(8点)、 鉄石英(5点)、 玉髄(2点)、 石英(1点)で あ る。
玉

A類 … 中央 の稜線 部分 に厚 みが あ り、先端部 か ら基部側縁 にか けて丸 くな り、挟 入 をもた

ず、先端 は括れ る よ うに作 出 してい る大形 の もの(第34図970)

B類 … 中央 の稜 がな く扁平 な もの

B1類 …中央か ら基部 側縁 にかけて丸 くな り、挟入 を もつ もの(第28図947)

B2類

1中 央か ら基部 側縁 にかけて丸 くな り茎 に至 るもの(第22図929)

H基 部 の返 しが外側 に強 く張 り出 し茎 に至 る もの(第28図946)

皿 基 部の返 しが外側 にわず かに張 り出 し茎 にいた るもの(第29図955RQ10)

C類 … 基部 の返 しがわず かに張 り出 し茎 にい た るもの(第33図967RQ9・29図949)

D類 … 二等辺 三角形の形状 をなす もので茎 の有無 で分 けた。

英

髄

石
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頁 岩

短 冊 形

D1類 … 先端 か ら基部 にかけて直線 的で、返 しは小 さい が鋭 角的 に丁寧 に作 出 し茎 にい

た るもの(第29図954RQ4)

D2類 … 先端か ら基 部にか けて直線的 で、挟 りがや や深い もの(第37図976)

E類 …基部 の挟 りが深 い もの

E1類 …先端か ら基 部まで直線 的 に作 出 してい る もの(第32図962)

E2類 … 基部側縁 が丸み を帯 びてい る もの(第29図953RQ12)

F類 未 製 品 と基部 欠損の もの(第29図956RQ11・950第37図977～979)

石 匙(第21・26・28・33・34図 写真 図版67)

相 対 す る2つ の ノ ッチが作 り出 されたつ まみ を持つ もの と した。 石材 は全 て頁岩で あ る。っ

まみを上方 に置 いた ときに左右対称 となる(第34図971)以 外 は、左右 非対称 とな る。(第21図

925RQ40・28図942)は 、 つ まみ を上方 に置 いた とき石器 下端 の縁 辺が刃部 とな る横型 で刃部

に両面加工 を施 す。特 に(第21図925)は 、つ まみ上部 が破 断 してい るが、錐 に転用 してい る可

能性 もある。残 り(第28図943・33図968RQ13)は 縦 型 で側 縁が刃部 とな り、(第26図940)に は

側縁 刃部 に も両面加 工を行 って い る。

石 箆(第39図 写 真 図版67・70)

玉 髄 の石材 で作 出 され た(1000)は 、両面加 工で、残 りのものは頁岩 を片面加工 してい る。(1000)

と(1001)は 、 それ ぞれ 上部 と下部 が欠損す るた め形 は判 然 としないが 、機形(1002)と 形 が

判然 と しない(1000)の 刃 部 は両刃状 となる。 短冊形 の(999)は 刃 部 が片刃状 であ る。

掻器(第23・25・33・39・40図 写真 図版68)

急 角 度 の調整加 工 によって刃部 を作 出 した石器 を掻器 と した。全 て縦長 の剥片が素材 として

用 い られて い る。石材 は(第40図1006)は 鉄 石英 、(第40図1008)は 凝 灰岩 、残 りの もの(第23

図935・25図938・33図969RQ15・39図1003・40図1004・1005・1007・1009)は 頁 岩 であ る。円

形 あ るい は楕 円形の外形 を もち側縁 全体 が刃部 となる(第40図1006・23図935・25図938・40

図1007・1009)が あ り、特 に(第40図1009)は 両 面 に多数 の石バ ネが ある。残 りは縦長 の両側

縁 を刃部 とす る

削器(第28・29・34・38図 写 真 図版67)

剥 片 の縁辺 に連続調整加 工 を行 って刃部 を形成す る もの を削器 とした。石材 は、(第28図944)

が 玉 髄で、残 りの もの(第28図945・29図957・34図972・37図982・38図981・983～985)は 頁 岩

であ る。(第38図986・987)は 、 横形剥 片 を素材 として してい るが、他 は縦形 であ る。

石槍(第40図1010写 真 図版68)

上 浦 氏所蔵 の もの で石材 は頁岩 であ る。基 部は欠損 してい るが、両側縁 には丁寧 な交 互剥離

調整 を施 し、小 形 なが ら厚 みが あ る。(上 浦氏 が以前石畑遺跡周 辺 で表採 した もの)

石 錐(第24・37図 写 真 図版67)

素材 となった剥片 の縁 辺に調整加 工 を施 し、そ の一端 に尖 った先端部 を作 出 した もので 、(第

37図980)は つ まみ部 を扁 平 に調整加 工 し、尖頭部 断面 は歪 な三角形状 とな る。(第24図937)は

つ まみ部 を調整 す るに とどめ、尖頭 部断面 は四角形 とな る。

加 工痕の ある剥 片(第23・25・38・39写 真 図版70)

剥 片 に二次加 工 を施 しなが らも、刃部 を形成 す るよ うな連続加 工まで至 らなか った もの(第
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23図933・934・25図941・38図988～991・39図992～996)

石 製 装飾 品(第40図1012写 真 図版68)

石 材 は堆 積岩 の一種 と考 え られ る。片端 は欠損 してい るが、両端 を円錐 状 に尖 らせ て全体形

と しては三 日月状 の もので ある。

石棒(第22・33・34・34図 写 真 図版68)

全 て破損 品の ため、詳細 は不 明だ が、(第34図973)は 、 先端 下部 を全周 にわ たって細 く仕 上

げ、基部 にか けて太 くな る。先端 に敲 き痕 の よ うな浅い 凹み があ るほか、基部 の側 面に平滑 な

面が一 カ所 あ る。完形 であれ ば相 当の長 さを有 した ものであ る。SK265出 土 の(第22図930)・

SX2007出 土 の(第33図964)は 、 断面が楕 円形 を呈 し、表面が丁寧 に磨かれ てい る。(第34図

974)は 、側 面一部 の出土 のため断面形 はわか らないが、一条 の沈線 が一部残存す る。磨 きは丁

寧で ある。(第40図1011)は 、 磨 きが荒い。

石刀(第21図927写 真 図版68)

刀 身 の一部のみ の出土の ため、全体形 は不明で あ るが、刀身 の棟 は鋒 の方か らわずか に内反

りし基部 に向か う。 断面形 は、向かい合 う二つ の辺 が沓 曲 した二等辺三角 形状 を呈す る。底辺

は ほぼ平 らな面 とな り、 中央 に一条 の沈線 が縦走す る。

磨製石 斧(第29・32・41図 写真 図版68・69)

2点 の みの 出土 であ る。SK267出 土 の(第32図961)は 、基 部上部 が欠 損す る とともに、刃

部 と側縁 の一部以外 、石斧表 面の研 磨調整 部の大 半が剥落 してい る。刃部 先端 に敲 打痕が3ケ

所見 られ るほか 、両側 縁 は扁平 に面取 りされてい る。(第29図951)は 、 大半が欠損 す るが 、側

縁が扁平 に面取 り加 工 して ある定角式。(第41図1020)は 、発掘調 査 区西側 に近接す る上浦氏所

蔵 の完形 品で ある。 刃部底辺 か ら中ほ どで膨 らみ 、基 部 に向かって絞 まってい く長脚 二等辺 三

角形 の平 面形態 であ る。扁平 に面 ど りされ た両側縁 以外 は、丁寧な研磨調整 が な されてい る。

打製石 斧(第21・41図 写 真 図版68・69)

1点 の みの 出土 であ る。SK36出 土 の(第21図926)は 、 両側 縁か ら刃部 に大 き く連 続調整 を

施 し、特 に側 縁片側 に左右か ら挟 りを入れ る。(第41図1021)は 、上浦 氏所蔵 の もので ある。右

側 縁 には基部か ら刃部まで連続 打撃 を加 え るが、左側 縁 は刃部 まで打撃 をせ ず 、ほぼ石器 の中

程 で連続調 整 を終 えてい る。加 工は石器腹 面全体 に集 中す る撲 形の石器 であ り、刃部 も腹面 の 機

みか らの作出で ある。

凹石(第22・24・29・32・34・40・41図 写 真 図版69)

SK283出 土 の(第32図963)は 、 川原石 の表裏 に1つ ずつ 孔を持 ち、側 縁 に1つ 敲打痕 があ

るが、磨痕 はない。13-13G出 土 の(第40図1013)は 、片面 に孔が1つ 、反対 面 に2つ の凹み が交

わ る孔 があ る。側縁 下部 には、かな り使 用 された と考 え られ る敲打痕 の凹みが2個 以上見 られ

る。SK276出 土 の(第24図936)安 山岩 凹石は、 両面 に1こ ず つ孔が あ り、側縁 に敲打痕 があ

る。SG287出 土 の(第34図975)は 、 堆積岩(礫 岩)の 凹石 で、両面 に凹みが少 しずつ重複 し

て穿 たれ てい る。 両側 縁 に2～3カ 所敲 打痕が ある。 出土不 定の(第40図1014)は 、 片面 にの

み孔 が1つ あ り、反 対面 は平 滑な磨痕 を持 つ。凝灰岩 質 の(第41図1015)は 、 半分 の残存 であ

り、1つ の孔 を持つ。 シル ト質 泥岩 のSXl15出 土 の(第29図958)は 半 面のみ の残 存で孔 は1

つ 。SX81出 土 の(第29図952)は 、扁 平 な堆積岩 の両面 に孔が ある。 出土不定の凝灰岩 質(第

形
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41図1016)は 両 面に3な い し4つ の孔 をもつ が、半分 の残存 で ある。 その他(第22図932・40

図998・41図997)

敲 石(第28・30図 写 真 図版69)

砂 岩 質 の(第30図959)は 側 縁 下部 に1つ の敲打痕 を もち、全体 がつ るつ ると してい る。SX

68の(第28図948)は 、 自然石 の安 山岩 を利用 した もので、一方 の先 端 にのみ 敲打痕 が集 中 して

いる。

石皿(第31図960写 真 図版70)

安 山 岩製 の扁 平で大形 の石皿 で、凹面 は平滑でか な り使 い込 まれ てい る。 片方 には縁 がな く

磨 った ものを簡 単 に別 の器 に移 し変 えるこ ともで きそ うで ある。

磨 石(第26・41図 写 真 図版69)

SP249出 土 の安 山岩製磨石(第26図928)は 、 全面 にき め細 かな磨痕 があ り、下部 の割 れ 口

もつ るつ る してい る。他 の磨石(第41図1017～1019)は 、 全 て欠損 品て あるが、全面 に磨 痕 が

ある。

砥 石(第22・25・33図 写 真図版69)

B区SP239(第25図939)は 流 紋岩 製 のもので、全 面に数条 の溝iが斜行す る。特 に上 面は使

い古 された ためか、轡 曲の度合 いが激 しい。SX2007(第33図965)は 、石 が磨 りきれ るまで使

用 されてい る。 他 は(第22図931・33図966)を 参 照 の こと。

4須 恵器 ・土師器

本遺跡か らは、須恵・器1点 、土師・器2点 が出土 している(写 真図版70)。 掲載遺物にっいて

述べる。須恵器は甕の体部の破片(1022)で ある。外面タタキ、内面アテ痕が観察できる。胎

土中、石英や雲母などが混入す る。土師器はSK233か ら出土した。この土坑からは後述す る銭

貨も出土しているので、遺構は近世以降の廃絶 と言える。土師・器は鉢の口縁部～体部の破片(1023)

で、内外面 ロクロ成形 されている。胎土は緻密で焼成は良好である。口縁部外面に突帯状のも

のが巡る。

5陶 磁器

本遺跡か らは、陶器 ・磁器 ともに27点 ずっの出土があった。近世の井戸跡であるSE132か ら

は掘 り方にて磁器3点 、陶器1点 が確認 されている。以下掲載 した遺物について述べる。

陶器(写 真図版70・71)で は、中近世のものが見 られ る。1024は 古瀬戸の1皿である。 口縁部

内面に突帯状のものが巡 る。 口縁部～体部上半に灰紬を施 している。古瀬戸でも後期の所産で

ある。1025は 唐津産の皿である。 口縁部に向かって折縁状になる。内外面に灰紬が施 され る。

近世初頭の所産である。1028は 揺鉢の口縁部～体部の資料である。内外鉄紬が掛けられ、卸 目

の条は疎 らである。 口縁部は会津本郷産 と似ているが、卸 目の意匠に相違点がある。在地産の

もので近世初頭のものであろう。1029は 会津産の播鉢 と思われる。内外に鉄紬が掛けられ、 口

縁部に飴紬を特に掛ける。卸 目の条 も細かい。胎土も白くざらついている。1030も 同じく揺鉢

である。底部の資料で、底部に 「テロ…」 と墨書されている。

磁器(写 真図版70・71)で は、近世のものが見 られ る。肥前産あるいは肥前系の窯場のもの
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と思 われ る。底部 が砂 底で ある1034・1035は17世 紀 に あた り、他 の もの よ り古手 であ る。井戸

跡 か ら出土 した1032は 、 口縁 部～体部 上半 に 「矢羽文」、体 部下半 に 「氷裂文 」を巡 らす 。18世

紀の所産 であ る。他 に1033の よ うに 「くらわん か手 」の もの も見 られ る。

6銭 貨

近世の銭貨は3枚 であった(写 真図版71)。 内訳は2枚 が寛永通宝、1枚 が文久永宝である。

前者は、1668年 以降流通 した 「新寛永」である。後者は、1863年 が初鋳年にあたる。

-
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V工 ま と め

石畑遺跡の発掘調査は、主要地方道山形南陽線改良工事に伴い、平成18年 度に実施 された。

山形県南陽市金山川西字石畑に所在する。吉野川右岸の河岸段丘上に立地し、現在は 「石畑」

の集落 となっている。遺跡面積は12,800㎡ で、今回の調査は2,000㎡ を対象 とした。

その結果、検出された遺構は、286基 を数える。その内訳は、土抗72基 、柱穴152基 、性格不

明遺構39基 、溝跡21条 、河川跡1条 、井戸跡1基 である。A区 では、縄文時代後晩期を中心 と

した、土坑、柱穴が検出された。特に長径2mを 超える土坑が多く、深 さも50cm以 上のものも

ある。B区 では、縄文時代晩期の溝跡などが検出された。特に検出面の高低差があるため 「沢

跡」 とした遺構もあった。その他、近世の井戸跡 も見つかっている。また、地山内を掘削中に

「二枚貝の化石」も採取された。昔から金山地区は化石採取場所 として有名で、遠方からも採取

に来訪す るとい う。

A区 で検出された土坑は、1m強 のものが殆 どだが、中にはSX14やSX30の よ うに長径が

250cmを 超える楕 円形のものもある。深 さも60cm以 上 と、比較的深い。また、周辺に柱穴や大小

の土坑があ り、竪穴住居跡の掘 り方を想起させる。今回、堆積の状況から自然堆積を伴 う土坑

と判断 したものが多いが、性格不明遺構にしたものの中には多様な可能性 を含んでいると思わ

れる(佐 藤正一氏はSX14を 含めた土坑 ・柱穴群か ら竪穴住居跡の存在を指摘 された)。また小

さめの土坑や90cmほ どの径の柱穴がA区 北側で比較的密集 していることか ら掘立柱建物跡の可能

性がある。 しか し、調査区の幅の問題で、未検出の部分が多 く、確証は未だ持てない。遺構の

多くは縄文時代後 ・晩期に廃絶 したものと思われる。遺構外から弥生土器が僅かに出土するこ

とか ら、弥生時代に廃絶 した遺構は、撹乱により削平を余儀なくされたと思われる。

今回発掘調査 した場所によっては、人が住めなかったことが考えられ るB区 がある。調査区

の南 「B区」では、現地表面 より2mほ ど下に砂岩 と礫岩の互層と、その層を壊 して幾筋かの
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沢跡が検出された。撹乱や用水路の土手で壊 されてい るものが大半だが、遺存のよい一つの沢

跡は、吉野川向かってに急激に落ち込んでいく。調査区の北 「A区」に近接する 「B区」の層

序は砂礫層 と泥層の互層 とな り 「A区」 とはかな り様相が異なること、この 「B区」の比較的

浅い砂礫層上層か ら貝の化石(二 枚貝)が 数点見つかっていること、B区 では縄文時代の遺構

がないことなどを考えあわせると、当時は吉野川が流れてお り当時の 「B区」下位段丘には人

が住むことができなかったのではないか。しかし、「B区」拡張部(調 査区外)に 一部検出した

性格不明遺構…SX166(図 版15)は 、遺構外縁に壁のよ うな立ち上が り部があることや遺構底面

に土器片が集中していることなどから、竪穴住居跡の可能性も考えられる。当時人たちは、調

査区外で検出 したSX166よ り西の山手に近い段丘上か、山の周辺に暮 らしたことが考えられ る。

土器は、縄文時代中期後半～弥生時代中葉に比定できるものが出土 している。編年では、縄

文時代中期は後半の大木8b～ 大木10新 相、縄文時代後期 は初頭から中葉、所謂 「瘤付土器」

などの後葉、縄文時代晩期は初頭の大洞B～ 末期の大洞A(大 洞A2・A'を 内包)。 弥生時代

は、前葉のものを若干含みなが ら、主体は中期前葉に求めることができる。恐らく、孫六橋遺

跡などと併行関係 にあることか ら、石川編年の原式段階前後 といえる(石 川2005年)。

石器 ・石製品については、石鍛、石皿、凹石、磨石、石斧、敲石、砥石な どの実用品の他に、

祭祀的な石棒、石刀が出土 した。石棒、石刀には粘板岩が、石皿、凹石、磨石、石斧、敲石、

砥石な どには花 商閃緑岩 ・安山岩 ・石英安山岩 ・流紋岩 ・砂岩 ・凝灰岩などの石材が、また、

石鍛、石箆、掻器、削器、石錐などには、頁岩 ・石英が使われていた。特に石英は、赤い鉄石

英、鉄分の少ない黄色味の強い石英、玉髄などが使われていた。植松芳平氏の教示では、安山

岩 と鉄石英は密接な関わ りがあり、鉄石英は安山岩の空隙に形成 される性質を持っ とのこと。

出土した様々の石器 ・石製品は、古生代から中生代、新生代に生成 された岩石 と鉱物を利用 し

巧みに加工 したものであろ う。第29図(図 版67)953の 石嫉(石 英 「鉄石英」)は 、石材表面の

色の濃淡で硬度が違 うことを知った上で石器を製作 している。つま り、色が濃い強度の強い部

分を先端に、淡い部分を基部にし石嫉の威力を高めている。同様の意図で製作 した と思われる

のは、第34図(図 版67)971の 石匙である。つまみ部 としているは、先端より明らかに強度の弱

い色の薄い方である。その他、第37図(図 版67)976の 石鍛の場合は、右側縁の間隙に成長 しか

かっている微細水晶を製作途上で確認 したのか、この部分を先端に用いてはいない。色の濃淡

や結晶の度合いなど、様々の視点から製作を進めてい る当時の縄文人たちの知恵を垣間見るこ

とができる。

古代以降では、僅かだが須恵器 ・土師器が出土 している。その他、陶磁器 も54点 出土してい

る。中には中世まで遡るものもある。遺跡周辺は、交通の要所であ り、要害の地でもあったの

で、遺跡 と隣接する館跡 も多い。
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28



遺構図

29



遺構図

30



遺構図

31



遺構図

32



遺構図

33



遺構図

34



遺構図

35



遺構図

36



遺構図

37



遺構図

38



遺構図

39



遺構図

40



遺構図

41



遺構図

42



1

一)
'T

遺構図

43



遺構図

44



遺構図

45



遺構図

46



遺構図

47



遺構図

48



遺構図

49



遺構図

50



遺構図

51



遺構図

52



遺構図

53



遺構図

54



遺構図

55



遺構図

56



遺構図

57



遺構図

58



遺構図

59



遺構図

60



遺構図

61



遺構図

62

(
あ



1

7
一T

遺構図

63



表1縄 文・弥生土器観察表

番号図版写真 分類 器種 出土遺構残存部位 備考 38 3413?深 鉢SK38体 部 隆帯文

12031H2Aaiii深 鉢SK8 口縁部

突起 、 口唇部瘤39

状突起+刻 目、

条線 、貼瘤 、40

RP1

34111E深 鉢?SK38 口縁部 突起

34H2Abii深 鉢SK38

220311113c?深 鉢SK8 体部上半雲形文?

瘤 状突起、 口縁

口縁 部～ 部櫛 描+沈 線+

体部 貼 瘤、入組文?

(櫛描)

320311112a深 鉢SK8 体部 羊歯縄文
41 34皿1C浅 鉢?SK38 口縁部 珊瑚状突起

42031Va4深 鉢SK8
口縁部～平口縁、結節縄

体部 文42

平 行沈線+突体部

起?(摩 滅)

35111Ae浅 鉢SK41

5 3111[2?浅 鉢?SK8

平 口縁+刻 目、

口縁 部～ 平行沈線間刺突、

体部 体 部多条沈線、

内面炭化物

6 31H2a深 鉢SK8 体部 突起+平 口縁

7 31V 深鉢SK8 口縁部 沈線
43 35HIAf2浅 鉢

内面平行沈線間口縁 部～
刺 突、入組状沈SK41体部

線 列

8 31111A浅 鉢?SK8 体部 撫 繊 孤状隆44 35皿1?鉢SK41
突起、孤状沈線口縁 部

(刻 目)

9 311111E鉢 SK8 ・縁部 煮嚇 平行沈45 3413 深鉢SK53・54
口縁部～隆帯文

体部

102031Hld1 深鉢 ・K15体 部 騨 濠刺突 不46 35112biii深 鉢
口縁 部～ 瘤 状突起2対 、SK68

体部 横 位条線

11203111[1B深 鉢SK15 口縁部 山形突起十盲孔

122031皿1c?壷 SK15体 部 入組文
47 35112biii鉢?SK68

突起、頭頂部瘤口縁部

状刺突(突瘤)

132032皿3Ba 浅鉢SK17
口縁部～ 口唇部刻臥 平48

体部 行沈線+刻 目

口縁 部～ 波状 口縁、 口縁35VA6深鉢SK68

体部 部無文

142032VA5 浅鉢 SK17
口縁部～ 口縁部無文

体部
492135V

結 節縄文、 内面深鉢SK89体 部

炭化物

152032VA8深 鉢SK17 口縁部 口縁(小 波状)

162032Hlf4深 鉢SK17体 部 不明曲線
502135VA7深 鉢SK89

口縁(小 波状)、口縁 部

地文縄文

172032H2B深 鉢SK17 口縁部 平 口縁 、帯状文

182032H2C深 鉢SK17 口縁部 平 口縁 、帯状文

19203211[2Aii深 鉢SK17
平 口縁、帯状文+口縁部

貼瘤 51214M3Cac注 口SK89

2020321[2D深 鉢SK17 口縁部 平 口縁 、条線 文

212032111Ad1?深 鉢?SK17
平 口縁 、隆帯+口縁部

刺突

一 矯甑辮 霧呈縁 器

B突 起、頸部無

文、体部上 半(平

行 沈線間刻 目、

雲形文)注 口基部

ほぼ完形 菱形状加飾、体

部下半無文、底

部中央円形沈線、

外 面赤彩、RP

38

222032VD2壷 36111i鉢?SK89底 部?底 部直上 に沈線

36VI 台付鉢SK89底 部 底部直上に沈線

232032VA3

242033VA4

浅鉢

深鉢

SK17

SK17

平 口縁 、地 文縄口縁部～54

文 、内外 面炭化体部

物
55体部 結節縄 文

36皿3Aa
口縁 部～ 平 口縁、平行沈浅鉢SK89

体部 線+刺 突

口縁 部～ 波状 口縁、頸部36VA8浅鉢SK90

体部 無文

252033皿3Cb?深 鉢 SK17 体部
口縁部～ 平行沈線 、内外

56面炭化物
曲線 文十連続刺36111h深鉢SK91体部

突

262133111Ef3深 鉢 SK17 体部
口縁部～ 波状 口縁 、帯状

57文 36皿2Ba浅 鉢
B突 起、平行沈SK120口縁 部

線+刻 目

272133H2i
'壷?SK17 磨消 、瘤(隆 起線体部

上)
58 21 37VB1浅 鉢SK245

口縁 部～ 平 口縁
、無文体部

28213311[1a1深 鉢?SK17体 部 多条沈線(円状)

B突 起 、上下交

ほぼ完形描 糖 ㌔ 農 ・・

円形沈線61

592237VA4深 鉢
口縁 部～ 平 口縁、結節縄SK256

体部 文

292134皿4Ba浅 鉢SK17 35H2D深 鉢
平 口縁、条線文SK258口縁 部

(波状)、 補修孔

口縁部～

36皿2a鉢?SK258体 部 羊歯状文

30 651▽C 壷 SK17 体部 平 口縁 、菱形文62 36111?深 鉢?SK258体 部 平行沈線

31 3313?深 鉢SK36体 部 隆帯文 63 36皿3Eb深 鉢

3313?深 鉢SK36体 部 隆帯文

口唇部刻 目、平SK258口縁 部

行沈線

32

33 331[1d1深 鉢SK36体 部 隆帯+刺 突
642237VE 壷

頸部 ～体 頸部・体部沈線 、SK260

部 無文

34 331[1b1鉢 SK36体 部 隆帯 65 37HlB深 鉢?SK262口 縁 部 突起、摩滅

35 331[1c鉢 SK36体 部 連続刺突

36 331[1f4小 型鉢SK36体 部 帯状文
66 37111A浅 鉢

平 口縁、三角状SK262口縁 部

文?

37 331112a?浅 鉢SK36
平 口縁 、羊歯状口縁部

文?

672237HlD深 鉢SK265口 縁 部 把 手(渦 文)

68 3713B深 鉢SK265口 縁 部 平 口縁、隆帯文
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69 3713 深鉢SK265体 部 隆帯文

70 3713B浅 鉢SK265口 縁部 平 口縁 、隆起線
107 4113B?深 鉢

口縁 部～ 沈線 区画(方 形)SK276

体部

71 3713?深 鉢SK265体 部 隆帯 文(方 形) 108 4113A浅 鉢
口縁 部 ～ 平 口縁

、SK276体 部隆起線
72 3713 深鉢SK265体 部 隆帯文

73 3713?深 鉢SK265体 部 隆帯文
109 41111?深 鉢SK276体 部 隆帯

74 3811[1c深 鉢SK265体 部 連続刺 突
110 4113 深鉢SK276体 部 隆帯文

75 3811[1c深 鉢SK265体 部 連続刺 突
111 4113?深 鉢SK276体 部 隆帯文

76 38HIAb1深 鉢SK265口 縁部 平 口縁 、隆帯
112 4113?深 鉢SK276底 部

113瘤状突起
、不明

曲線114

4113?深 鉢SK276体 部 隆帯文

77 38H2biii深 鉢SK265口 縁 部 4113?浅 鉢?SK276体 部 隆帯文

78 38皿1Aa鉢 SK265口 縁部
波状 口縁 、菱形115

状切欠116

4113?深 鉢SK276口 縁 部 平 口縁、隆帯文

41111a1深 鉢SK276体 部 多条沈線

79 381113Ab鉢 SK265口 縁部 平行沈線 117 41111a1深 鉢SK276体 部 多条沈線

80 38VA8?浅 鉢SK265体 部 頸部無 文

812238皿3Ba深 鉢 SK266 体部
口縁部～ 口唇部刻 目、平

118

行沈線(刺 突)119

41Hld1深 鉢
内面隆帯+刺 突、SK276体部

外 面円文

41111a2深 鉢SK276体 部 鉤 状沈線+磨 消

8222381[2D深 鉢SK266口 縁 部

832238VA4深 鉢

平 口縁 、条線 文120

平 口縁 、羽状縄SK266口縁部

文121

41111b1深 鉢?SK276
口縁部前面に突体部

起

41111 深鉢SK276体 部 不明曲線

842238VD1壷
口縁音ド～ 平 口縁、口縁音ド～122SK266

体部 頸部無 文123

41111a2深 鉢SK276体 部 多条沈線(渦文?)

41111a2深 鉢?SK276体 部 多条沈線(円文?)

852338VA1深 鉢SK266口 縁部
平 口縁 、0段 多

条

124 41111a1深 鉢SK276体 部 多条沈線

口縁部～A突 起 、平行 沈
125

126線

4111al?深 鉢?SK276体 部 多条沈線

86 38皿3Eb浅 鉢 SK266 体部 40111a1深 鉢SK276体 部 多条沈線

87 38皿3Aa浅 鉢
口縁部～ 平 口縁 、平行 沈127SK266

体部 線+刺 突

42皿1Bc深 鉢
口縁 部～ 突起

、入組文SK276体部

88 39112 深鉢SK268体 部

89 39皿3Eac浅 鉢

入組文(櫛 描)128

A突 起 、平行沈口縁部～
線 間刻 目、雲形SK268体部129

文

42112?鉢

口唇部刻 目、頸口縁 部～
部～ 体 部(入 組SK276体部

文?)

42皿1?鉢 SK276体 部 入組 文

902339皿2Ba浅 鉢SK269

B突 起 、羊歯状130

文 、平行沈線 間口縁部～
刺突 、体部(不 明131体部

区画)、内面炭化

物132

42H2A深 鉢SK276
口縁 部～ 口唇部刻 目、帯

体部 状 文

42111Ae深 鉢SK276
口縁 部～ 平 口縁、方形 区

体部 画内刺 突

4213 鉢 SK276体 部 隆起線(玉抱状)

91233913A深 鉢 SK269体 部
波状 口縁?、 隆133

沈線線 文
42111d1深 鉢

口縁 部～ 平 口縁、8の 字SK276

体部 状 輪形隆文

922339Hlb深 鉢SK270口 縁部 不 明曲線

932339111D深 鉢?SK271
橋状突起(S字 状口縁部?

孔隆起線文)

134 42111e鉢
平 口縁、平行沈SK276口縁 部

線 間刺突

9423391[1B浅 鉢?SK271口 縁部 山形突起

135 42111c鉢
連続刺突、内面SK276体部

炭化 物

95 3913B深 鉢SK271口 縁部 平 口縁 、隆起線136 42Hlc鉢 SK276体 部 連 続刺突

96 391[1B深 鉢SK271口 縁部 突起 、縦位 隆帯137 42Hld1鉢 SK276体 部 隆帯+刺 突

97 391[1?鉢 SK271体 部 入組文 138 42112?深 鉢

98 391[1c浅 鉢?SK271体 部 連続刺突

沈線+粘 土貼付SK276体部

(瘤?)、 刺突

99 4013B?深 鉢 SK271 体部
口縁部～ 平 口縁 、 口縁部139

無文 、沈線
140

42皿1B深 鉢
口縁 部～ 突起

、帯状文SK276体部

波状 口縁 、玉抱SK275底部

文?

42皿1Bb深 鉢SK276口 縁 部 突起、三叉文?

1002340皿1Ab深 鉢
141

体部～底 底部(編 物圧痕)
142部

42Ji[1B?深 鉢SK276
突起、口縁 部

文

内外面無

1012340VH 深鉢SK275 42皿1B深 鉢SK276口 縁 部 突起

口縁(小 波状)、143

ほぼ完形 底部(編物圧痕)、144

大洞B

42皿1B深 鉢SK276口 縁 部 突起

102237VA7深 鉢SK276
42VB2?不 明 輪 状隆帯、全面SK276体部

磨 消、孔跡有

10323401111Ac深 鉢
口縁部～ 波状 口縁 、 口縁SK276

体部 部入組状沈線145

B突 起 、平行沈SK276口縁部

線 、入組状 文

42112B深 鉢

1042340皿3Cbc皿

平 口縁、連孤状

SK276口 縁 部 区画?、 帯状文

(体部下位 まで)

105 4112 深鉢SK276
口縁部～ 隆帯文(S字?)

体部

146 43皿1B深 鉢
口縁 部～ 突起SK276

体部

106 4113 深鉢SK276体 部 隆帯文(玉抱状)
147 43皿1Ab深 鉢

口縁 部～ 波状 口縁、玉抱SK276

体部 三叉文

65



148 43皿2Ba浅 鉢 SK276 体部
口縁部～B突 起 、羊歯 状

187文 45111B深 鉢
口縁 部～ 山形突起+連 孤SK280

体部 文

149 43V 深鉢SK276体 部 沈線

150 43V 鉢 SK276体 部 沈線
188 45HIBd2?深 鉢

口縁 部～ 口縁部無文、隆SK280

体部 帯+刻 目

151 43V 鉢 SK276体 部 結節縄 文18g

一 騨 観羅 ㎜
45HIAd2深 鉢

口縁 部～ 平 口縁、 口縁部SK280

体部 無文、頸部刺突

152 43111Ae浅 鉢 45Hla2?深 鉢
口縁 部～ 平 口縁、不明 曲SK280

体部 線

153 43Hlg深 鉢SK279体 部 沈線 、磨 消 191 45H1 深鉢SK280体 部 不明曲線

154 43Hlb1深 鉢SK279体 部 隆帯文 192 45Hla1深 鉢SK280体 部 多条沈線

155 4313?深 鉢SK279体 部 沈線 、磨 消 193 45Hla2深 鉢SK280体 部 不明曲線

156 4313?深 鉢SK279体 部 隆帯文 194

沈線(楕 円状?)

45111a2深 鉢

157 4313?深 鉢SK279体 部

沈線+刺 突、蕨SK280体部

状 文

158 4311[1Ce深 鉢
環状突起 、方形195SK279口縁部

区画 内刺 突

44111B深 鉢?SK280
山形突起+盲 孔、口縁部

内面炭化物

196平 口縁?
、刻 目、

不 明曲線
197不 明曲線

44111B浅 鉢?SK280口 縁 部 山形突起

159 43111A?深 鉢SK279口 縁部

160 431[1?深 鉢SK279体 部

帯状文?(刻 目)198

隆帯+刻 目

45HIEf3浅 鉢?SK280

161 431[2C深 鉢SK279

431[1d2深 鉢SK279

体部

体部

波状 口縁+平 行

口縁 部 沈線 間刻 目、連

孤文?、 磨消

162
45111a1深 鉢?SK280体 部 多条沈線

163 431[2C壷 SK279頸 部 帯状文 199 45112 深鉢SK280

431[2C深 鉢SK279体 部 帯状文
200隆帯+沈 線+貼

体部 瘤(刻 目)・ 連孤201

文202

口唇部刻 目、連口縁 部

孤文

164

4311[2Aiii鉢SK279

45皿1?深 鉢
口縁 部～ 平 口縁、 口縁部SK280

体部 無文

165 45H2 深鉢SK280体 部 沈線(菱 形?)

166 4311[2a?深 鉢?SK279口 縁 部 突起 、外 面剥離203
45Hlf1深 鉢SK280体 部 入組 文

167 43皿1c鉢 SK279体 部 入組文
45H2a深 鉢SK280口 縁 部 突起、磨消

168 4511[2B深 鉢SK279口 縁 部
204

平 口縁 、帯状文205
45H2a深 鉢SK280口 縁 部 突起

平 口縁 、底 部木ほぼ完形206

葉痕
207

45皿1C?深 鉢SK280口 縁 部 珊瑚状突起?

1692444VA3深 鉢 SK280 45Hle深 鉢?SK280体 部 帯状文、刺突

矯灘 難㌦
209

45H2A深 鉢SK280口 縁 部 帯状文(刻 目)

1702443皿1Bc深 鉢SK280
45112Ba深 鉢

突起、帯状 文(刻SK280口縁 部

目)

1712443VB2小 型鉢SK280
平 口縁 、無文、ほぼ完形

台付210

45H2ii深 鉢SK280体 部 沈線+貼 瘤

45H2D深 鉢?SK280体 部 条線文

1722444VF
ミニチュSK280

ア皿?

211ほぼ完形 手捏 ね
、 ミガキ

46皿1Bb深 鉢SK280口 縁 部 突起・三 叉文

1732444VB1深 鉢
口縁 部 ～ 平 口縁

、 無 文SK280体 部

212 46皿1Bc深 鉢
突起、入組文、SK280口縁 部

内面炭化物

213突起
、入組状 沈

ほぼ完形 線、玉抱三叉文、214

台付215

隆帯文216

46皿1b深 鉢
入組 文?、 三叉SK280口縁 部

文

1742444皿1Bb浅 鉢SK280 46皿1c壷?SK280体 部 入組文(刺突)

175 4413 深鉢SK280体 部

46皿1c壷?SK280体 部 入組文

平 口縁 、隆帯文SK280口縁部

(方形?)

46皿1c壷?SK280体 部 入組文

176 4413?深 鉢

177 4413 深鉢SK280体 部 隆帯文(楕円状?)

217 46皿1Db深 鉢?SK280

平 口縁、平行沈

体部 線 、三叉文、摩

滅

178 4413 深鉢SK280
隆帯文、内面炭体部

化物
218 46皿1Bb深 鉢SK280口 縁 部 突起、三叉文

219

平 口縁 、隆帯文口縁部

(楕円状)220

46皿1c壷 SK280体 部 入組 文

179 4413 深鉢SK280
46111Ab鉢

180 4413A深 鉢SK280体 部 隆起線

波状 口縁、三叉SK280口縁 部

文

181 4413B深 鉢 ・K28・ ・縁部 勝)隆 帯文221 46111Ab深 鉢 一 提鰭1膿
182 4413B深 鉢 ・K28・ 聯 部～椴 醗 帯文222 46皿1Ab鉢

口縁 部～ 波状 口縁、玉抱SK280

体部 三叉文

183 4413B浅 鉢
口縁 部 ～ 平 口縁

、SK280体 部隆帯文223 46皿1?鉢
体 部上半浮 き彫SK280体部

り状文様?

184 4413B深 鉢 ・K28・ 矯 部～平・羅 帯文224 46V1 台付鉢SK280台 部 無文

185 4413B深 鉢
口縁 部 ～ 平

口縁 、SK280体 部隆帯文225
46皿3Bc壷?

口唇部刻 臥 平

SK280口 縁 部 行 沈線 、体部連

孤 状文様

186 4413B深 鉢SK280口 縁部 平 口縁 、隆帯文

(楕円)226 46VD1壷
口縁 部～ 平 口縁、平行沈SK280

体部 線
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227
注 口浅SK28046HIA

a1 鉢

口縁部直下注 口、口縁部～268
体 部横 ・縦 位 ス体部

リッ ト269

4911Ab1深 鉢SP101
平 口縁、孤状隆口縁 部

帯

49111a1深 鉢SP101体 部 多条沈線

228 46112aii深 鉢SK280体 部 横位沈線 下貼 瘤270 49111g?深 鉢?SP101体 部 不明沈線

229 4613B深 鉢
口縁部～ 頸部 隆帯文SK283

体部

271 49111f4鉢 SP101体 部 帯状文

230 4613b深 鉢SK283口 縁部 隆帯文 272 48皿1A
口縁 部～ 波状 口縁、 口縁深鉢SP245

体部 部無文

231 4612～3深 鉢SK283口 縁部 隆帯文

232 471[1a1深 鉢SK283体 部 多条沈線
273 48皿3Cac浅 鉢?SP245

B突 起、刻 目、口縁 部

雲形文?

233 47Hla1浅 鉢?SK283体 部 渦文

234 47H1?深 鉢SK283口 縁部 不 明曲線
274 48皿2Aa鉢 SP245口 縁 音区

口唇部刻 目、羊

歯 状文

235 47Hla2深 鉢SK283体 部 連結 円文 275 48皿1c?鉢 SP245口 縁 部 入組 文?

236 47Hla1深 鉢SK283体 部 磨消+三 角文?2762549H2 深鉢SP249体 部 格子文

237 47Hlc深 鉢?SK283体 部 連続刺突 2772549皿1Ac深 鉢?SP249

238 47Hlc深 鉢?SK283体 部 隆帯 、刺 突

波状 口縁、入組口縁 部

文

239 47Hld1?深 鉢?SK283体 部 刺突付隆帯

240 47Hlc深 鉢?SK283体 部 刺突
2782549皿1Ab深 鉢SP249口 縁 部

47Hlc深 鉢?SK283体 部 連続刺突

口縁(小 波状)、

玉抱三叉文?、

内面炭化物

241

242 47H2 深鉢?SK283体 部 帯状櫛描+磨 消

隆 起 線 、 磨 消 、2792549H2ii壷?sP249体部

瘤

243 47皿1C?深 鉢 SK283口 縁部
珊瑚状 突起 、帯2802549

状文(入 組?)
皿2Ba深 鉢?SP249

B突 起?、 羊歯口縁 部

状 文

244 45皿1c深 鉢SK276体 部 入組文

245 4713B深 鉢SK285体 部 区画沈線
2812549皿2Ba深 鉢?SP249口 縁 部

B突 起、羊歯状

文

246 4711 浅鉢SK285
渦巻文 ・楕円区画口縁部

文

2822550皿2a?深 鉢?SP249体 部 羊歯状文?

247 4713 深鉢SK285体 部 区画沈線
2832550皿1?深 鉢SP249口 縁 部 突起、入組文?

248 47VD1壷 SK285口 縁部 平 口縁 、無文

249 471[1g鉢?SK285体 部 入組文?

2842550112ii壷
連 孤状区画+貼SP249体部

瘤

250 471[1a1深 鉢SK285体 部 多条沈線
2852550111b2深 鉢?SP249体 部 隆帯

251 471[1?壷 SK285体 部 帯状文
2862550111b1深 鉢SP249口 縁 部 隆起線(楕 円?)

2522571111Ac深 鉢
波状 口縁 、入組2872550SK286ほぼ完形

文 、体部縄 文

皿1Cc深 鉢SP249
突起、入組文、口縁 部

内面炭化物

253 4813?深 鉢SP20 口縁部 隆起線 2882550皿1A深 鉢SP249口 縁 部

環状突起 、 口縁28926

口縁部～ 部～体部 上半無

体部 文、 下位 多条 沈29026

線291

突起、 口縁部無

文、沈線

35HlCa1深 鉢SP40

50VA4

49VG

48112

深鉢SP249体 部

深鉢SP249底 部

深鉢SP249体 部

体部下位調整
254

外 面・底部無 文

格子状条線

255 36皿3c浅 鉢SP46
口縁部～292突起?

、雲形文体部
48111?深 鉢SP249体 部 帯状文

256 35111Cbl深 鉢SP83
293口縁部 環状突起

、隆帯

曲線 文十連続刺50Ji[1h深鉢SP255体部

突

2572548VA3深 鉢SP92
口縁音区～ 平 口縁 、

体部 無文

口縁部294 50112iii深 鉢?SP255体 部 貼瘤+縦 位刻目

2582548VA1深 鉢SP94 平 口縁 、結 節縄口縁部

文

295 50皿4b台 付鉢SP255
平行沈線、斜状台部

沈線

296

・縁部 婆馨 涙麟2972649VA、 深鉢SP257

5013?深 鉢SP256体 部 区画沈線

259254811Ef2浅 鉢SP94

連孤文?、AH形体部

式298

口縁 部～ 平 口縁、結節縄

体部 文

260 47H2 鉢?SP94

・縁部 罐 簿起?'縦299

35112Aii鉢 SP277口 縁 音区
平 口縁、平行沈

線+貼 瘤

261 47HIBb1深 鉢SP94 36112a浅 鉢SP277体 部 羊歯状文

262 47皿2Ba深 鉢SP94
口縁部～B突 起 、珠状文、

体部 内面炭化物

300 36皿3Bc浅 鉢SP277
口唇部刻 目、雲口縁 部

形文

2632548VA6深 鉢SP97
口縁部～ 波状 口縁 、 口縁

体部 部無文

3012650皿3b深 鉢?SP286体 部 平行沈線

2642548VG
体部～底 体部 下半 無文、深鉢SP101

部 底部無 文

3022650 皿2Ba浅 鉢SP286

B突 起、羊歯状口縁 部～
文、内外面炭化体部

物

口縁部～ 平 口縁?、円文?、304

体部 体部 三角状磨 消

3032650皿1b深 鉢SP286体 部 三叉文

265 49HlAa1 浅鉢SP101 48皿1c深 鉢SP288体 部 入組文

266 49HlB深 鉢?SP101
口縁部～ 山形突起?+円3052650

体部 孔、盲孔

皿3Aa?深 鉢
口縁 部～ 平行沈線間刺突SX14

体部

267 49HIBdl
口縁部～ 山形突起 、逆C3062651VA3深鉢SP101

体部 字状孔 隆起線 文

浅鉢?SX14
結節縄文、内面体部

炭化物

3072651Ji[1E浅 鉢?SX14 口縁 部 突起、沈線
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3082651VH
体部～底 底部無 文RP深鉢SX14

部39

309 5111[1b1深 鉢SX14体 部 隆帯
346277皿3Bb鉢 SX29

310 5111[1b2深 鉢SX14体 部 隆帯

平

無

化

、
部

炭

目

底

面

ー

刻

、
外

1

部

線

内

C

唇

沈

、
《

口

行

文

物

形完ぼほ

311 5111[1a1深 鉢SX14体 部 多条沈線

312 511[2Ai深 鉢SX14 口縁部
平 口縁 、棒 状貼

瘤+帯 状 文3482753

口縁 部～ 平 口縁、結節縄3472753VA4深鉢SX29

体部 文、RP35

平 口縁 、棒 状貼口縁部349

瘤+帯 状 文

13～H1
隆起線+穿 孔、浅鉢SX29体 部

磨 消、漆付着

313 511[2Ai深 鉢SX14 5312 深鉢SX29 口縁 部 平 口縁、渦文

・縁部 糖 鍬lll
5313?浅 鉢SX29体 部 隆帯文(四 角)

314 51HIAa3深 鉢SX14 5313B?深 鉢SX29 口縁 部 隆帯文(四 角)

315 51111Af3深 鉢SX14
平 口縁 、横位 平352口縁部

行縄文 帯353

5313B深 鉢SX29 口縁部 隆帯文

5313?深 鉢SX29体 部 隆帯文(長方形)

316 511[2ii深 鉢?SX14
幾何学沈線+貼354体部

瘤355

5313?深 鉢SX29体 部 隆帯文(四 角)

5313 深鉢SX29体 部 隆帯文
317 5111[2C壷 SX14体 部 帯状文 356 53H1?深 鉢SX29体 部 縦位隆帯

318 51H2ii壷 ・X14頸 部 顯瘤+平 行隆沈lll

円文+連 続刺突

5313 深鉢SX29体 部 円文+連 続刺突

319 52111h深 鉢SX14体 部
53Hld1深 鉢SX29体 部 孔沈隆起線文

320 521112Aa鉢 一離 騨 嬬
平 行 沈 線+貼53112iii深鉢sx29体部

瘤+竹 管刺突

53111b1深 鉢?SX29体 部 円文

321 52皿3a鉢 SX14 体部
口縁部～ 平行沈線十刻 目、361

摩滅
362

5311Ab1深 鉢SX29 口縁部
平 口縁、

渦 文

隆帯内

体部 畷 姐 羊363
53111b1浅 鉢?SX29 口縁部 不明突起

322 521112a浅 鉢?SX14 53111a1深 鉢SX29体 部 多条沈線

323 52皿3Ba鉢

口唇部刻 臥 平364口縁部～
行沈線+刻 目、SX14体部

内面炭化物365

53Hld2浅 鉢?SX29
刺 突、体部

物

内面炭化

324 52皿3Aa浅 鉢?SX14
平 口縁 、平行沈口縁部

線 十亥[J目366

53112 壷?SX29
平口縁、沈線間口縁部

格子状文

53111c深 鉢?SX29体 部 渦 文、連続刺突

325 52皿1b?深 鉢SX14体 部 三叉文?

326
平行沈線+斜 状5211[1?壷?SX14体部

刺突

367 53111i深 鉢?SX29
羽状縄文、内面体部

横位ナデ

体部 下位沈線 、32727511111?深鉢SX16体部

結節縄 文

368 54HIBbl深 鉢SX29
山形突起、縦位口縁部

隆帯

3282752VC 深鉢SX16体 部 結節縄 文、ケズリ

369 5411Bbl深 鉢SX29
山形突起、縦位口縁部

隆帯

329 5213B?深 鉢 ・X16矯 部～区醐 踊370 54111B深 鉢SX29
山形突起、 口縁口縁 部

部無文

330 5211[1a1深 鉢SX16体 部 多条沈線 371 54HlB深 鉢SX29

331 5211[1?深 鉢SX16体 部 横位側面圧痕

山形突起、 口縁口縁 部

部無文

332 5211[1c深 鉢?SX16体 部 連続刺突
372 54111?深 鉢SX29 口縁部 区画沈線(孤状)

333 521[1c?深 鉢
連続刺突(半栽竹373SX16体部

管)、 区画沈線

54111Ec深 鉢SX29
波状 口縁、連続口縁 部

刺 突

334 52皿3a?浅 鉢SX16 口縁部
374平行沈線+刻 目

375区画沈線

54111b1深 鉢SX29体 部 区画沈線

335 5213?深 鉢SX18体 部
5413?深 鉢SX29体 部 区画沈線

336 521[1b1鉢
口縁部～ 縦位 隆帯SX18

体部

平 口縁 、横位 沈口縁部

線

376 54HIEfl浅 鉢SX29

337 521[1A?深 鉢SX18

波状 口縁、 口縁

口縁 部～ 部隆帯内渦文、

体部 多条沈線(入 組)、

内外 炭化物

338 52皿1D鉢 SX18
平 口縁 、平行沈口縁部

線

377 54Hlb1 浅鉢SX29
口縁部～不明隆沈線

体部

378

波状 口縁 、 口縁口縁部379

部無文

54111a1深 鉢SX29体 部 多条沈線

339 521111A深 鉢?SX18 54111a1深 鉢SX29体 部 多条沈線

340 52皿1A深 鉢SX18 口縁部 波状口縁 380 54皿2Ba

341 52皿3?鉢?SX18体 部 沈線

口縁 部～B突 起+羊 歯状浅鉢SX29

体部 文

342 521[1?深 鉢SX18 口縁部 平口縁 381 54皿2Ba深 鉢?SX29 口縁部
B突 起、

文

羊歯状

343 52W? 鉢

平行沈線(胎土が382

SX18体 部 弥生 のもの と酷

似)

54VE 壷 SX29体 部 無文

344 521113Ab浅 鉢SX18 口縁部 平行沈線
3832754皿2Ba深 鉢?SX30

B突 起、口縁部～口縁 部～
体部上位(羊歯状体部

文)

345 52皿 ・・ 壷?・X18体 部 播 糠 文3842754皿 ・b灘 ・X・・ 体部 三叉文、結節縄

文
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3852855V 深鉢SX30体 部 地文付加条?

3862755皿2B深 鉢?SX30
B突 起 、橋 状突422

口縁部 起
、平行 沈線

36皿3Ea壷 SX84

A突 起、 口唇部

口縁 部 刻 目、平行沈線

間刻 目

387277皿2A皿L SX30

口縁部 ～体 部上42329

位(ミ ガキ→平行ほぼ完形

沈線)、底 部円形42429

に ミガキ入 る

56VA5深 鉢SX99

56VH深 鉢SX99

口縁部 平 口縁、

無文

口縁部

体部～底底部無文、羽状

部 縄文

388 5513?深 鉢SX30体 部 隆帯文 425 5613?深 鉢SX99体 部 隆帯文

389 5513?深 鉢SX30体 部 隆帯文 426 5613?深 鉢SX99体 部 隆帯文

390 55111B深 鉢?SX30
山 形 突 起+円427口縁部

孔+盲 孔

56Hld1深 鉢?SX99体 部 刺 突、不明 曲線

391 551[1d1深 鉢?SX30体 部
428縦位 隆帯十刺 突 56VA5鉢

頸部 ～体 頸部無文
、沈線SX99部

392 551[1a1深 鉢SX30体 部

393 55皿1c深 鉢SX30体 部

多条沈線(楕 円)429

沈線 間渦 文
56111f3深 鉢

口縁 部～ 細 い帯状文SX99

体部

394 55皿1a 浅鉢 SX30
口縁部～連孤文

体部
430 56皿2Ba深 鉢

口縁 部～B突 起、羊歯状SX99

体部 文

395 55皿3c浅 鉢?SX30体 部 雲形文 431 56皿1A

396 55皿1 鉢SX30体 部 入組文?

口縁 部～ 波状 口縁、平行深鉢SX99

体部 沈線

波状 口縁 、入組口縁部

文?

432 56皿3a鉢 SX99体 部 平行沈線+刺 突
397 55皿1Ac?深 鉢SX30

433

・縁部 煮曝 孤状沈434

56皿2Aa浅 鉢SX99
平 口縁、羊歯状口縁 部

文

398 55皿4Ac深 鉢SX30 46112C?深 鉢SX110体 部 平行沈線間刻 目

399 55VJ 壷SX30底 部 円形上底風 435 5613A浅 鉢SX115口 縁 部 区画沈線

400 55皿2A 浅鉢 ・X・・ 矯 部～ ・縁噸 部無文436

・縁部 舗 綴 部沈437

5613A浅 鉢

平 口縁、隆起線口縁 部～

(楕円形?)、RSX115体部

P21

401285511[1B?壷 SX67 5613A浅 鉢SX115体 部 隆帯文(楕円形?)

・・22855VA・ 深鉢 ・X67体 部 舞婁沈線 結節438

口唇部刻 目、 口

口縁部 縁部無 文、平行439

沈線 間入組 文440

5612 深鉢SX115

平 口縁、隆起線

口縁 部(楕 円?)、RP

20

4032855皿2Ab深 鉢SX67 5613 深鉢SX115体 部 隆帯文

5613 深鉢SX115体 部 隆帯文、RP19

404 561[1C深 鉢SX67

環状突起 、縦 位口縁部～441
沈線 、内面炭化体部

物442

5613 深鉢SX115
平 口縁、隆起線 、体部

RP17

5613 深鉢SX115体 部 隆帯文

405
口縁部～ 山 形 突 起+円56111B深鉢SX67

体部 孔+隆 帯443

山形突起+頭 頂

口縁部 部盲孔、縦位沈

線444

5611Bbl深 鉢

山形突起+縦 位

SX115口 縁 部 隆帯、頸部横位

隆帯

406 56111Bal深 鉢?SX67

56111d1深 鉢
1字 状孔沈隆起SX115体部

線 文

407 56・ ・B鉢?・X67露 部～縣 鴛+凱445 56111a1深 鉢?SX115体 部 渦 文

408 56111B?深 鉢SX67 口縁部 突起?446 56111Ac浅 鉢?SX115
平 口縁、連続刺口縁 部

突

409 56111a1深 鉢?SX67体 部 円文 447 56111c鉢?SX115体 部 隆帯、連続刺突

410 56111a1深 鉢SX67体 部 多条沈線 448 56111c鉢?SX115体 部 隆帯、連続刺突

411 56111a2深 鉢SX67体 部 円文 449 56111f2深 鉢SX115体 部 沈線 、連続刺突

412 56111a2深 鉢SX67体 部 蕨状文 、円文

413 56Hla1
体部上半多条沈浅鉢SX67体 部

線

450 56H2i深 鉢
平 口縁、棒状貼SX115口縁 部

瘤+平 行沈線

414 56H1 深鉢SX67体 部 平行沈線
451 56H2aii深 鉢

突起、平行沈線+SX115口縁 部

貼瘤

415 56皿3a浅 鉢SX67体 部 平行沈線+刺 突

416 561V 壷(筒)SX67 口縁部 平 口縁 、帯状文452 56H2Ai壷

417 56H2 鉢SX67体 部 入組文

体部上半棒状貼頸部～体瘤
+平 行沈線+SX115部

刻 目

418 35Hla1

平行沈線+縦 位453

深鉢SX72体 部 盲孔3、 多条沈

線454

56112b深 鉢
突起+頭 頂部盲SX115口縁 部

孔、三角上磨消

・縁部 呈突起・羊歯状455

56皿1B深 鉢
口縁 部 ～ 突 起

、 無 文SX115体 部

419 361[2Ba浅 鉢SX72 5613 深鉢SX115体 部 隆帯文

420 36皿1c
SX81(撹 口縁部浅鉢

乱)

波状 口縁 、入組456

文?

5613 深鉢SX115体 部 区画沈線

421
入組文+貼 瘤 、351[2ii深鉢sx84体部

内面炭化物

457 56HlB深 鉢

山 形 突 起+円口縁 部～

孔+盲 孔、縦位SX116体部

隆沈線

69



458 56HlBd1深 鉢

山形 突起 、外 面口縁部～
不 明曲線 、8のSX116体部

字状輪形 隆文

4963258 皿3Ba浅 鉢

口唇部刻 目、平口縁 部～
行 沈線間刻 目、SX267体部

内面炭化物

459 4611[1B浅 鉢 SX116 体部
口縁部～ 山形突起+円 孔、

口縁部刻目
4973258VH 深鉢?SX267

体部～底底部無文

部

460 46Hlc鉢?SX116体 部 連続刺 突 4983258111c浅 鉢SX267口 縁 部 隆帯内刺突

461 46Hlf1壷 SX116体 部 沈線 間刺 突 499 5813?深 鉢SX267体 部 隆帯文

462 46HlEf3深 鉢
波状 口縁 、三角500SX116口縁部

上平行沈線501

5813?深 鉢SX267体 部 隆帯文

5813?深 鉢SX267体 部 隆帯文

463 46111B深 鉢?SX116口 縁 部
突起 、 口縁 部無502

文

503

5813?深 鉢?SX267体 部 隆帯文

464 461[1?深 鉢SX116体 部 不 明曲線 58HIBb1浅 鉢
口縁 部～ 山形突起、不明SX267

体部 沈線

465 461[2B深 鉢SX116口 縁部 平行沈線 間刻 目
504平行沈線間刻 目

、

体部 体部上 半不明沈

線 十磨マ肖505

58HIAf4浅 鉢
口縁 部～ 平 口縁、平行沈SX267

体部 線 下円文

466 4611[2C壷?SX116
5811Bb1深 鉢

口縁 部～ 山形突起、幾何SX267

体部 学文+磨 消

467

468

46112a深 鉢SX116口 縁部 突起
50657111f1深鉢SX116体部 沈線 間斜状刺 突58]VC 壷

頸部 ～体 体 部上半沈線SX267

部

469 57111 浅鉢?SX116体 部 沈線(横位 ・円状)507 58111c鉢?SX267体 部 連 続刺 突

470 57H1 深鉢SX116
口縁部～頸部入組文?

体部
508 58皿3Ac浅 鉢

口縁 部～ 平 口縁
、雲形文SX267体部

471

472

57111B深 鉢SX116口 縁部 突起 、体部 隆帯509

有 孔 小SX1165711[2D

形 鉢

1/3個 平 口縁 、底 部多

体 孔

58皿2a?浅 鉢?SX267
羊歯状文?、 体体部

部下位無文

473 57H1 台付鉢SX116台 部 平行沈線
510 58皿2Aa浅 鉢

口唇部刻 目、羊SX267口縁 部

歯 状文

474 57VE壷?SX116

57皿1c深 鉢SX116

57皿2Ab?深 鉢?SX116

口縁部

体部

口縁部

口縁部溝状511

入組文
512平 口縁

、入組文?

581V? 浅鉢SX267

475

口唇部縄文、平口縁部

行沈線

476
58皿3C浅 鉢SX267口 縁 部B突 起

477 57皿2Aa浅 鉢 一 尿鯉1轍 畿 58皿3Bbc浅 鉢
口縁 部～ 突起、平行沈線 、SX267

体部 雲形文

58皿4?壷 SX267口 縁 部 平行 沈線

478 591VC 筒形SX116
コの字状沈線区

頸部 画
515 58皿3?深 鉢?SX267口 縁 部 平行 沈線

479 5912 浅鉢SX117体 部 隆帯文
516 58皿4Aa鉢

平 口縁、上向 きSX267口縁 部

の匹字文

480 571[1d1壷?SX117頸 部
隆帯 十刺 突・不517

明沈線
58皿4Aa浅 鉢

平 口縁、下向 きSX267口縁 部

の匹字文

481 571[1b1深 鉢SX117
不明隆沈線+磨体部

消519

5183258112D深 鉢SX2007体 部 条線 文

5813?深 鉢SX2007体 部 隆帯文

482 57Hla1深 鉢SX117体 部 多条沈線

483 57Hlb1深 鉢SX117体 部 隆帯
520 58HIBdl深 鉢SX2007

口縁部～1宇 状孔沈線文

体部

484 5711[1h浅 鉢
平行沈線+連 続SX117口縁部

刺突

521 58111b1深 鉢?SX2007体 部 隆帯

485 57Hla1深 鉢SX117体 部 沈線
522 58111h浅 鉢?SX2007

口縁部～曲線文十連続刺

体部 突

486 361111Ec?浅 鉢?SX117口 縁 部
平 口縁?、 入組523

文?524

58Hlf3壷?SX2007体 部 帯状文

58H2ii鉢?sx2007体 部 入組 文?+貼 瘤

4873057VB1深 鉢SX1661/3個 体 無文 、RP32 525 58112ii鉢 SX2007体 部 入組 文+貼 瘤

488305713B深 鉢
波状 口縁 、隆起526SX247口縁部

線
527

58皿3a鉢 SX2007体 部 平行沈線+刻 目

4893057皿3a浅 鉢
口縁部～ 体部上位(平行沈SX247

体部 線 間刺 突)

58皿3Bb鉢SX2007
口唇部刻 目、平口縁 部

行 沈線

490305711[1a1鉢 SX247体 部 多条沈線(円文?)5283358113Ba深 鉢

491305711[1f3深 鉢SX247口 縁 部 帯 状 文

口唇部刻 目、平口縁 部～
行 沈線間刺突、SD31体部

内面炭化物

4923057皿3Bb浅 鉢SX247
口縁部～ 口唇部刻 目?、

体部 平行沈線5303358皿1c

5293358皿1Bb深 鉢SD31 口縁 部 突起、三叉文

深鉢SD31体 部 入組文

4933057VA8深 鉢SX247
口縁部～ 口縁(小 波状)、5313358皿1b深 鉢SD31体 部

体部 結節縄文5323359VJ鉢SD31底 部

三叉文

円形切欠

49432571114a壷

体部中位(平行沈

・X267体 部 響叢1娼533

炭化物

59111Ab1深 鉢SD31

口唇部斜刻 目、

口縁 部 内面横 位沈線、

方 形沈線区画

4953257HIAc壷

口唇部斜刻 目、534

口縁部～ 口縁部 ～頸 部無SX267

体部 文、体部連続刺535

突

59111Bbl深 鉢SD31

山形突起、 コの

口縁 部 字 状隆沈線、 区

画内刺 突+磨 消

59113a浅 鉢SD31 口縁部 沈線間刺突
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536 59Hlb1 深鉢SD31 体部
隆帯+屈 曲部沈572

線
59111c深 鉢

刺 突、磨消、 内SG287体部

面炭化物

537 59皿2a?浅 鉢SD31 口縁部 羊歯状文? 573 59111f1深 鉢SG287体 部 円文

538 59皿2Ba浅 鉢SD31
B突 起 、羊歯 状574口縁部

文

59112D深 鉢SG287体 部 条線 文

539 591113B浅 鉢SD31 口縁部 口唇部刻目

口唇部刻 目、平口縁部

行沈線

575 59112a深 鉢

540 59皿3Bb浅 鉢SD31

突起、 口縁部刻

SG287口 縁 部 目、三角沈線磨

消

541 59皿3b?浅 鉢SD31

576
突起 、 口唇部刻口縁部

目、平行 沈線577

59112aiii深 鉢
口縁 部～ 突起、 口縁部貼SG287

体部 瘤 、条線状模様

60皿1Db深 鉢SG287口 縁 部 平 口縁

542

543

59皿2B浅 鉢?SD31

591111c浅 鉢SD31

口縁部

体部

B突 起 、沈線578

波状 口縁 、入組

文579

60皿1Ab深 鉢
波状 口縁?、 玉SG287口縁 部

抱 三叉文

60Hla1深 鉢SG287口 縁 部 多条沈線?

544 591VA 壷?SD31 体部 変形匹字文

545 59HIAa3深 鉢?SD31
平 口縁 、 口唇部口縁部

縄文 、菱 形文

580 60皿1Db浅 鉢
平 口縁、玉抱三SG287口縁 部

叉文

581
外面調整(ハ ケ)、

体部～底 内面調 整(ケ ズ582

部 リ)、底部無文、

RP28583

60皿3Bb浅 鉢
口縁 部～ 口唇部刻 目、平SG287

体部 行 沈線

5463361VC 深鉢SD187 57VC 深鉢8-23G体 部
縄文→縦位ヘラ
ナデ

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

547 57HIAf3鉢 SD187口 縁部 平 口縁 、帯状文584 6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

548 36VA7深 鉢

波状 口縁 ・ 口縁585

SD187口 縁部 部無文 、直下沈586

線
587

60111?深 鉢17-10G体 部 大隆帯

6013 深鉢17-10G体 部

波状 口縁 、 口縁

部無文588

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文(楕円状)

549 36VA8深 鉢SD187口 縁部 6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文(楕円状)

平 口縁+平 行 沈589口縁部～
線+貼 付 、 口唇590体部

部溝状591

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯

550 591114A浅 鉢SD187 6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

551 59皿4A浅 鉢?SD187口 縁部
口縁部内面沈線592

外面平行沈線593
6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

平 口縁+平 行沈594

線 、RP31595

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

552 591114A浅 鉢SD187口 縁部 6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

上 下対 向の匹字体部
596文(大 洞A2)

6013 深鉢17-10G体 部 隆帯文

553 591114a深 鉢?SD187 60112D深 鉢17-10G体 部 条線文

554 59皿4Aa浅 鉢
匹字文?(大 洞A597SD187口縁部

2)、RP31

60H2D深 鉢17-10G体 部
条線文、内面炭

化物

555 59VE 壷
頸部～体 外面無 文SD187

部

598 6011Bb1深 鉢17-10G
山形突起、楕円口縁部

状隆沈線

556 59皿4a深 鉢SD235口 縁部

599平 行沈 線(匹 字

文?)600

60111c鉢 17-10G体 部 連続刺突

60Hlc深 鉢17-10G体 部 連続刺突

557 36VA1深 鉢SD236体 部 平 口縁 、縄 文 601

558 59Hlb2深 鉢SD241体 部 隆帯

60Hlc?深 鉢17-10G体 部
斜状刺突、楕円

区画沈線

5913B深 鉢
口縁部～ 隆帯文SG287

体部

602 60Hla2深 鉢17-10G体 部 円文十剣菱文?
559 603 60H2 深鉢17-10G体 部 格子文

560 5913B深 鉢
口縁部～ 平 口縁

、隆帯文SG287体部
604 60皿1B深 鉢17-10G口 縁 部 突起、縦位条線

561 591[1b2深 鉢SG287体 部 隆帯
605 60112aii深 鉢

17-9～

11G
口縁部 突起+貼 瘤

562 59HIAa1浅 鉢?SG287
平 口縁 十刻 目、606口縁部

多条沈線(連孤状)607

60H2ii鉢 17-10G体 部 入組文+貼 瘤

60Hlf1浅 鉢17-10G体 部 渦 文、連孤文

563 5911[1a2深 鉢SG287体 部 蕨状文

564 5911[1c深 鉢?SG287体 部 刺突文
608 60皿1Bb浅 鉢?17-10G

突起、玉抱三叉口縁 部

文

565 59HIAf2浅 鉢
平 口縁 、連続刺SG287口縁部

突、沈線+刻 目

609 60皿1b深 鉢17-10G体 部 三叉文

566 59111Af2深 鉢SG287口 縁部 入組状平行沈線
610 60皿1?鉢 17-10G

平 口縁、横位沈口縁 部

線

567 59112 鉢 SG287体 部 入組文 611356011 深鉢20-4G体 部 沈線(渦 文)

568 591[2ii壷?
連 孤 状2条 沈SG287体部

線+貼 瘤

6123560皿2a浅 鉢20-4G体 部 羊歯状文?

569 59皿1Ab?深 鉢
波状 口縁?、 沈SG287口縁部

線

6133560VH 深鉢20-4G
体部～底底部無文

部

570 591111Ab?深 鉢
波状 口縁?、 三SG287口縁部

叉文

6143560VG 深鉢17-11G
体部～底底部無文

部

571 59111Bb1浅 鉢
口縁部～ 山形突起 、渦文 、SG287

体部 楕 円曲線

6153560皿2ab浅 鉢?20-5G

口縁部(入組文)、口縁 部～
体部上位(羊歯状体部

文)
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616 601[1d1深 鉢 A区北 体部
口縁部～ 山形突起十C字

656状孔 隆起線 文 61VA5鉢
平 口縁、 口縁部A区北 口縁 部

無文

617 60111al?深 鉢A区 北 体部 多条沈線

618 6011[1b2深 鉢A区 北 体部 隆帯
657 61H19鉢?

不明曲線内縄文、A区北 体部

磨消

619 6011[2ii鉢?A区 北 体部 貼瘤658

晶野 沈線+659
660

61皿4d浅 鉢A区 北 底部
底 部無文、(大洞

A2)

620 601[2ii深 鉢 A区北 口縁部 61]VB 壷?A区 北 体部 波状文?

621 601[2Aii深 鉢A区 北 体部
帯状文または平

行沈線+貼 瘤661

61]VC 壷?A区 北 体部 楕円形区画

61]VC 壷?A区 北 体部 楕円形区画

622 6011[2iii深 鉢?A区 北 体部
平行沈線+貼 瘤662

(縦位刻 目)
66皿3b?浅 鉢A区 北

突起?、 平行沈口縁 部

線

623 60V 深鉢A区 北 口縁部 粗い撚糸

624 601VA 鉢?A区 北 口縁部 平 口縁 、匹字文
6633560VG 深鉢A区 東壁

体部～底底部(編物圧痕)、

部 内外面炭化物

625 60皿3Cb?浅 鉢A区 北 口縁部B突 起?・ 沈線6643561VB1浅 鉢A区 東壁

626 60VB1浅 鉢A区 北 口縁部 横位沈線 、無文

口縁 部～ 無文 、626と 同

体部 一?

627 60皿3b?鉢?A区 北 口縁部 平行沈線

628 601113Bb浅 鉢 A区北 ・縁部 羅 刻目'平66535611VA

口唇部刻 目、平

A区 北 口縁部 行沈線 、外 面炭

化物6663561VA4

丸底鉢A区 東壁

60皿3Bb浅 鉢

体部上位無文、

体部中位平行沈体部～底
線間刻目、下位部
三角形文様帯・変

形匹字文
629

口縁部～ 平 口縁 ・平行沈667

体部 線 、外 面炭化 物668

波状文?669

沈線 区画

深鉢A区 西壁
口縁 部～ 平 口縁、結節縄

体部 文

630 60皿3Ab深 鉢A区 北 61111b2深 鉢A区 東 壁 体部 平行沈線 ・隆帯

631 611▽B 深鉢A区 北 体部
5813 深鉢A区 南 体部 隆帯文

632 61111b1深 鉢A区 北 体部
4412 深鉢XO 口縁 部 渦 文?(剥 離)

633 611V? 鉢 A区北 体部 平行沈線

体部 平行沈線

口縁部 平口縁、匹字文

6703658VA1深 鉢XO

611V?深 鉢A区 北

611114Aa壷?A区 北

口縁 部～ 平 口縁、沈線、

体部 口縁部無文

634 6713662VG

6723662VH

深鉢XO 底部 底部(木葉痕)
635

突起 ・下向きの6733662VG

匹字文6743662VK

深鉢XO 底部 底部(編物圧痕)

636 61皿4Ba浅 鉢A区 北 口縁部 深鉢XO 底部 底部(編物圧痕)

平 口縁 、平行沈口縁部

線

深鉢XO 底部 底部(編物圧痕)

637 61皿4A浅 鉢?A区 北 675

676

36

36

62VH

62VH

深鉢XO 底部 底部無文

638 6111 浅鉢?A区 北 口縁部?渦 文状突起
深鉢XO 底部 底部無文

639 6113 深鉢A区 北 体部 隆起線 6773662VA2深 鉢XO

640 6113 深鉢A区 北 体部 隆起線

口縁 部～ 平 口縁、 口縁部

体部 無文

641 61111B深 鉢
山形突起 、円孔A区北 口縁部

2、 不 明曲線

6783662VA3深 鉢XO
口縁部～結節縄文

体部

642 60HIBb1深 鉢
山形突起?、 幾A区北 口縁部

何学沈線

6793662VA2鉢 XO
口縁 部～ 平口縁、口縁部～

体部 頸部無文

643 6111[1b1深 鉢A区 北 体部 T字 状隆帯 680366211r4d
有孔底XO

小型鉢
1/2個 体 丸底中央に単孔

644 6111[1?深 鉢A区 北 体部 隆帯681

平 口縁 、 口縁部

無文・頸部隆帯十682

刺突

36

37

62Hli

513B

深鉢XO

深鉢17-11G

体部 羽状縄文

645 61111Ad2深 鉢 A区北 口縁部

帯状文、内面炭

化物

平口縁、隆起線

ほぼ完形(波濤文)底部無

文

646 6111[2C深 鉢A区 北 体部

647 61VA1深 鉢A区 北 口縁部
平 口縁 、内外 面

炭化物

6833762VA8深 鉢XO

口縁(小 波状)、

ほぼ完形 縦位 撚糸、底部

無文

頸部～体頸部平行沈線

部

684377皿3Eb深 鉢XO ほぼ完形A突 起、平行沈線

648 61V 深鉢A区 北 685 6313?浅 鉢XO

61皿2a浅 鉢A区 北 体部 羊歯状文

口縁 部～ 平 口縁
、隆帯文体部

649 686

61皿3b浅 鉢A区 北 口縁部 平行沈線

6313B深 鉢XO 口縁 部 平 口縁、隆帯文

650

651 61VH 深鉢A区 北
体部～底底部無文

部

687 6313B深 鉢XO
口縁 部～ 波状 口縁?、 隆

体部 起線(楕 円状?)

688

口縁部～隆帯文

体部

6312?深 鉢XO 体部 縦位の渦文

652 6113 深鉢A区 北 689 6312?深 鉢XO 体部 沈線文

690
B突 起?、 平行口縁部691

沈線+刻 目
692

6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

653 61皿3Ca浅 鉢?A区 北 6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

平口縁、平行沈

線693

6313?深 鉢XO 体部 隆帯文
654 61皿3Ab深 鉢A区 北 口縁部 6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

655 61VA7深 鉢A区 北 口縁部
波状 口縁 、羽状694

縄文695

6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

696 6313?深 鉢XO 体部 隆帯
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697 6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

698 6313?深 鉢XO 口縁部 平 口縁 、隆帯文
741 63112ii深 鉢XO

帯状文(櫛 描)、体部

貼 瘤(大)

699 6313?深 鉢XO 口縁部 隆起線 742 63112ii壷?XO 体部 貼瘤(大)

700 6312 深鉢XO
口縁部～ 平 口縁 、楕 円文、

体部S字 文?743 63112b深 鉢XO

701 6312 深鉢XO 体部 縦位の渦文

貼 瘤、平 口縁、

口縁 部 粗 い撚糸、下位

磨 消

702 6312 深鉢XO 口縁部 口縁部渦文
744 63112ii深 鉢XO 体部 入組文+貼 瘤

703 6313B深 鉢XO
口縁部～745平

口縁 、隆帯文体部
63皿3?浅 鉢XO

平 口縁、平行沈口縁 部

線 、C字 状

704 6313 深鉢XO 体部
746隆帯文

、RP16
63皿1Bc深 鉢XO 口縁 部 突起、入組文

705 6313 深鉢XO 体部 747 63皿1Ac深 鉢XO

706 6312 深鉢XO 体部 楕円文?

波状 口縁?、 入口縁 部

組 文

707 6313 深鉢XO 口縁部 平 口縁 、隆帯文
748 63皿3Cc鉢 XO 口縁 部B突 起、雲形文

708 6313 深鉢XO 体部 隆帯文 749 63皿2Ba浅 鉢XO
B突 起、口縁 部

文

羊歯状

709 6313 深鉢XO 体部 隆帯文 750

深鉢XO 体部 隆帯文

63皿2Ba浅 鉢XO 口縁 部B突 起、珠状文

710 6313

711 6313 深鉢XO 体部 隆帯文
751 63皿3Cb鉢 XO

口縁 部～B突 起、平行沈

体部 線

712 6313 深鉢XO 体部 隆帯文

713 6313 深鉢XO 体部 隆帯文

山形突起?、 円口縁部

孔?、C字 状

752 63皿3Da浅 鉢XO

714 63111Bdl深 鉢?XO

波状 口縁、平行口縁 部～
沈線+刻 目、 内体部

外 炭化物

753

715 631[1d1深 鉢XO 体部 刺突 、隆帯

63皿3Ca浅 鉢XO
口縁 部～B突 起、平行沈

体部 線+刻 目

716 63111Bdl深 鉢XO
山形突起?、 並754口縁部

立盲孔

63皿3Ab浅 鉢XO
平 口縁、 口唇部口縁 部

溝 状

717 631[1C浅 鉢XO 口縁部 環状突起+盲 孔755 63]VC 浅鉢?XO

718 63皿1Cb深 鉢?XO 口縁部 突起 、三叉文

三角形区画内縄体部

文、磨消

719 631111b壷XO 体部
三角状縄 文、三756

叉文 、磨 消

63皿4a浅 鉢XO
平 口縁、匹字文口縁 部

(重層 的)

720 631[2D深 鉢XO 体部 条線文 757 63VA5?壷XO

721 631[2D深 鉢XO 体部 条線文(楕円状)

頸部～体頸部無文、内面

部 炭化物

722 631[1b1深 鉢XO 口縁部 平口縁+隆 帯
758 63VA4深 鉢XO

口縁 部～ 平 口縁、結節縄

体部 文、外面炭化物

723 6211[1Eh深 鉢XO

波頂部 に突起、759

口縁部 内面 に盲孔、内

面炭化物760

6312 深鉢XO 口縁部 渦文

波頂部 に珠 状突

起(4円 孔)、 孔761口縁部

状沈線 内連続刺762

突
763口縁部 隆起線

764口縁部 隆起線

765口縁部 山形突起

6313?深 鉢XO 平 口縁、 区画沈口縁 部

線(楕 円?)

724 621[1Eh深 鉢XO
6313B深 鉢XO

平 口縁、 区画沈口縁 部

線

6313?深 鉢XO 体部 隆帯文(方形?)

725 6313?深 鉢XO
6313?深 鉢XO 体部 隆帯文

726 6313?深 鉢XO 6313B浅 鉢XO 体部 平 口縁、隆帯文

727 631[1B深 鉢?XO 63111?深 鉢XO 体部 隆帯文

63111Ab1深 鉢XO

766平行線
、方 形隆口縁部

帯 、磨 ヤ肖767

6313 深鉢XO 体部 隆帯文
728

6313 深鉢XO 体部 隆帯文

729 631[1f2深 鉢XO 体部
平行沈線+直 下768

S字 文769

6313 深鉢XO 体部 隆帯文

63111?深 鉢XO 体部 隆帯文

730 63HIFf4壷?XO 体部 方形沈線 770 6313 深鉢XO 体部 隆帯文

731 6311[2C深 鉢XO 口縁部 帯状文
771 6413?深 鉢XO

隆帯、体部

文

口縁部無

732 6311[2C?深 鉢XO 体部 帯状文(櫛描)

733 6311[2C?深 鉢?XO 体部 帯状文(櫛描) 772 6413?深 鉢XO 体部 隆帯文

734 631[2ii深 鉢XO
入組文(櫛描)+体部

貼瘤773

突起、平行沈線+口縁部

貼瘤774

64HIBdl深 鉢XO

735 631[2aii深 鉢XO

山 形 突 起+円

口縁 部 孔?、8の 字状

輪 形隆文?

64111d1深 鉢XO 口縁部 孔沈隆起線文

736 63111c?鉢XO 口縁部 隆帯+刺 突

平行沈線+棒 状体部

貼瘤

775

6311[2Ai壷?xo

64HIBb1深 鉢XO 山形突起、孤状口縁部

隆帯
737

776

6311[2Bii深 鉢XO
平 口縁 、貝占瘤 、口縁部

頸部磨消

64111b1深 鉢XO
口縁部前面に三口縁部

角状突起
738

63112aii深 鉢XO

777

突起 、貼瘤 、沈口縁部

線778

64111b2深 鉢XO
隆帯、体部下半体部

鋸歯文?
739

64111a1深 鉢XO 体部 多条沈線

740 631[2ii深 鉢XO 体部 平行沈線+貼 瘤779 6411Aa1深 鉢XO
平 口縁、方形 区口縁 部

画外 縦位スリット
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780 641[1a1深 鉢XO
多条沈線 、楕円821体部

状磨消
822

64111b2深 鉢XO 体部 隆帯

蝶 鵜儲雫　1
体部 沈線内撚糸

825

64111a1鉢XO
刺突+放 射状沈体部

線

781 64111f4壷XO 64皿1a鉢XO 口縁部 菱形状磨消

782 641[1?深 鉢XO

64111a1深 鉢XO 体部 多条沈線(円文?)

783 64HlBb1浅 鉢XO
突起?、 不明曲口縁部

線

64Hla2深 鉢XO
多条沈線(円文+体部

懸垂文)

826

肥厚 した 口縁部827

口縁部 に横位沈線→ 縦

位櫛描828

64111c深 鉢XO 体部 縦位連続刺突

784 641[2A?深 鉢XO
64111a1深 鉢XO 体部 多条沈線

64111c鉢XO 体部 連続刺突

口唇部 内面に突829口縁部～
起 、方形 区画沈830頸部

線
831

64111c鉢XO 体部 隆帯+刺 突

785 64111Ff4壷XO 64111c深 鉢XO 体部 連続刺突

786 6411[1a1深 鉢XO
多条沈線(楕円沈体部

線)

64HlAc深 鉢XO
口縁 部～ 口唇部斜刻 目、

体部 連続刺 突

832 64111c深 鉢XO 体部 連続刺突

787 641[1i?深 鉢XO 体部 沈線内磨消 833 64111Ac深 鉢XO 体部 縦位連続刺突

788 64V 深鉢XO 体部 横位の粗い沈線834 64111h深 鉢XO 体部 沈線内連続刺突

789 641[1f1深 鉢XO 体部 連孤状2条 沈線835 64111h深 鉢XO 体部 円形沈線、刺突

790 641[2B深 鉢XO 体部 帯状文 836 64111g?深 鉢XO 体部 円形区画磨消

791 641[1g深 鉢XO 体部 磨消区画

792 64V 深鉢XO 体部 磨消 、沈線
837 64111?深 鉢XO

三角状沈線、磨体部

消

793 641[2D深 鉢XO 体部 条線状不明曲線838 64111g深 鉢XO 体部 沈線間磨消

794 64H2Aaii深 鉢XO
突起、平行沈線+839口縁部

貼瘤

IIlEf 浅 鉢?XO64

2

波状口縁、帯状口縁部

文+S字 条沈線

795 64皿1B深 鉢?XO 口縁部 突起 、摩滅

796 641[2a深 鉢XO 口縁部 突起 、条線 文

840 64112aii深 鉢XO
突起、沈線+貼口縁 部

瘤

797 64112a深 鉢XO
突起+縦 位沈線841口縁部

条線文842

64112a深 鉢XO 口縁 部 突起、条線文?

64112 鉢?XO 体部 連孤状沈線

798 64皿1Bb深 鉢XO

799 641[2Cii壷?xo

口縁部 突起 、三叉文843

平 口縁、帯状文+口縁部

貼瘤844

64112ii鉢XO
口縁 部～ 入 組 文+貼 瘤

体部(大)、 縦位条線

64112 深鉢XO 体部 条線文(楕円状)

800 641[2ii壷?xo
沈線 、磨 消、貼845体部

瘤
64皿3Cb浅 鉢XO

B突 起、平行沈口縁 部

線

801 64112Aii深 鉢XO 体部 平行沈線+貼 瘤846 64111f2浅 鉢XO 口縁部 平行沈線+刺 突

802 641[2ii深 鉢XO
刻 目、沈線 、入847体部

組帯状 文+貼 瘤
6512 浅鉢XO 口縁 部 平 口縁、隆帯文

波状 口縁?、 入848

口縁部 組文?、 内面炭849

化物850

口縁部 入組文?851

体部 三 叉文
852口縁部 三 叉文

6512 深鉢?XO 体部 隆帯文

803 64皿1Ac?深 鉢XO 65111a1深 鉢XO 体部 多条沈線

804 64皿1c?深 鉢?XO

65111a1深 鉢XO 体部 多条沈線(渦文)

805 64皿1b深 鉢XO

65111a1深 鉢XO 体部 多条沈線(円状)

806 64皿1b深 鉢XO 65111A浅 鉢XO
平 口縁、横位沈口縁 部

線 、沈線 区画

807 64皿1B深 鉢XO 口縁部 突起 853 6511bl?深 鉢XO 体部 円形・懸垂状隆帯

808 641VB 鉢XO 体部 波状沈線 854 65111e鉢XO 体部 隆沈線内刻目

809 641▽B 鉢XO
平行沈線 、波状855口縁部

沈線856

65111D鉢?XO 口縁 部 橋状突起、刺突

平行沈線 、波状857口縁部

沈線

65皿1b?深 鉢XO 口縁 部 突起、玉抱文?

810 641VB 鉢XO 65皿1B深 鉢XO 口縁部 突起(大)

811 64W? 鉢XO 口縁部 平行沈線(多 条)858 6513 深鉢XO

812 641▽B 鉢XO 口縁部 平 口縁、波状文?859

口縁部～沈線内刺突充填

体部

813 64VE 壷?XO 頸部 斜状沈線

65H2a深 鉢XO 口縁部 突起

814 641▽A 鉢XO 体部 匹字文
860 65H2Baii深 鉢XO

突起、平行沈線+口縁部

刻目+貼 瘤

815 641▽B 鉢XO

816 641VB 鉢XO

体部 波状沈線861

平 口縁 、連 孤状口縁部

沈線862

651111深 鉢XO
底部直上沈線、体部

内面炭化物

817 641VC 壷XO
頸部平行沈線、頸部

方形沈線

65]VA 浅鉢?XO
平 口縁、変形 匹口縁 部

字文?

818 6411[1B浅 鉢XO

863山形突起+円 孔
、口縁部

内外 盲孔

65皿2a浅 鉢?XO
波状 口縁、珠状口縁 部

文

819 64111Bdl深 鉢XO
山形突起?、 方864口縁部

形 区画 内斜 沈線

65皿2Bab浅 鉢XO

B突 起、 口縁部

口縁 部 入組 文、体部羊

歯 状文

820 641[1b1深 鉢XO 口縁部 口縁部縦位隆帯
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865 65皿2Ba?浅 鉢XO
B突 起 、羊歯 状口縁部

文?900

B突 起 、平行 沈口縁部

線

66皿1Ab浅 鉢XO

866 65皿3Cb浅 鉢XO

矯部～1蓋1欝

901
口唇部刻 目、平口縁部～
行沈線+刻 目、体部902

炭化物

66皿1Da浅 鉢XO
口縁 部～ 平 口縁、浮彫装

体部 飾

867 65皿3Ba浅 鉢XO
66皿1b壷?XO

難部～体三叉文

868 651112a?壷?XO 頸部
平行沈線 、珠状903

文?
66Hr1 浅鉢XO

口縁 部～

体部

869 65皿1c壷?XO 体部 入組 文、磨 消 904 66皿3c?浅 鉢XO 体部 雲形文?

870 65皿4A?浅 鉢XO
平 口縁 、平行沈905口縁部

線 、匹字 文?
906

66皿3c?浅 鉢XO 体部 雲形文?

871 65皿4Ba浅 鉢XO
突起 、下向きの口縁部

匹字文

66皿2Ba浅 鉢XO
口縁 部～B突 起+口 唇部

体部 刻 目、羊歯状文

突起 、下向きの口縁部

匹字文

907 66皿2Aa浅 鉢?XO 口縁部
平 口縁、

文?

羊歯状

872 65皿4Ba浅 鉢XO

873 65皿4B浅 鉢XO
突起、横位隆帯+口縁部908

沈線

651113Bb鉢?XO
口唇部刻 目、平口縁部

行沈線

66皿2Ba浅 鉢XO

874

B突 起十 口唇部

口縁 部～ 刻 目、羊歯状 文、

体部 平行沈線、 内外

面炭化物

875 651113Ba鉢?XO
口縁部～ 口唇部刻 目、平

体部 行沈線+刺 突

909 66M2Aab注 口?XO
平 口縁、入組 文、口縁 部

羊歯状文?

B突 起 、平行 沈口縁部

線+刻 目

910 66皿2Aa注 口?XO 口縁部
平 口縁、

文?

羊歯状

876 65皿3Ca浅 鉢XO

877 65皿3Ba浅 鉢XO
口唇部刻 目、平911口縁部

行沈線+刻 目

66皿3Aa浅 鉢XO

平 口縁、平行沈

口縁 部 線+刺 突、雲形

文

878 65皿3ac?浅 鉢XO 体部
体部上 半刺 突、

下半雲形 文?912 66皿3Fc浅 鉢XO

879 65VA8浅 鉢XO 口縁部 波状口縁?

小波状(退 化)、

口縁 部 雲形文、補修 孔、

(C2)

880 65皿3Bc浅 鉢XO
口縁部～ 口唇部刻 目、雲913

体部 形文

66皿3Eb深 鉢XO
A突 起 十小突起、口縁 部

平行沈線、(C2)

881 65皿1Bc浅 鉢XO
914口縁部 突起

、不明曲線
66皿3b深 鉢XO 口縁 部 平行沈線、(C2)

882 65皿1?浅 鉢XO 体部

883 651113Fb浅 鉢XO
口縁部～ 波状 口縁 、平行

体部 沈線

915 66M4d
高圷かXO

鉢

(大洞A')、 鋸歯口縁 部～

文、生石 よ り砂体部

沢に近い

884 651112?鉢?XO
平 口縁 、平行沈916口縁部

線

66皿4Aa浅 鉢XO

885 65皿2?鉢 XO

口縁 部～ 平 口縁、下向 き

体部 の匹字文

口唇部刻 目、 口917口縁部

縁部無 文

66皿4B深 鉢XO

886 65皿2?浅 鉢XO

口縁 部～ 突起、上向 きの

体部 匹字文

口唇部刻 目、 口918口縁部

縁部無 文

66皿4Ba?深 鉢XO
口縁 部～ 突起?、 下向 き

体部 の匹字文

887 65皿2?浅 鉢XO
B突 起 、外 面剥口縁部

離

888 65VA5深 鉢XO
口縁音ド～ 平 口縁 、 口縁音区

体部 無文

表2土 製品観察表 ※長 さ、幅 、厚 さの単位はmm。

口縁部～ 平 口縁 、 口縁部

体部 無文

番号図版 写真 器種 出土遺構長さ 幅 厚さ 備考

889 65VA5鉢XO 9192340円 盤状SK27448478編 物圧痕

920山形突起+刻 目
、口縁部～921

平行沈線 、三角頸部

形磨消 、赤彩?922

45円 盤状SK28048489地 文縄文

890 6511[1?壷?XO 45円 盤状SK28037399地 文縄文

45円 盤状SK280343211地 文縄文

891 651V? 浅鉢XO 口縁部 平行沈線 923 45円 盤状SX11540389沈 線、地文縄 文

892 651▽A 壷?XO 頸部 頸部変形匹字文924 45円 盤状SX11638358摩 滅

893 651▽B 蓋XO 口縁部 波状文?

894 651V? 浅鉢?XO 体部 匹字文?

895 66皿1Ac深 鉢XO
口縁部～ 波状 口縁 、入組

体部 文

896 66皿1Ab深 鉢XO
口縁部～ 波状 口縁 、三叉

体部 文

897 66皿1c深 鉢XO 体部 入組文

898 661111Ab深 鉢XO
口縁部～ 波状 口縁?、 三

体部 叉文

899 661111Ac深 鉢XO
波状 口縁 、入組口縁部

文
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表3石 器 ・石 製品観察表

※長さ、幅、厚さの単位はmm。〔

9633269凹 石SX283818154凝 灰 岩 両面凹

〕は残存値 を指す。9643368石 棒SX2007〔60〕3023粘 板岩 両端欠損

番号図版写真 器種 出土遺構長さ 幅 厚さ 石材 分類 備考 9653369砥 石SX2007574821凝 灰 岩

9252167石 匙SK1739477頁 岩
横 形 ・RQg663369砥 石

40

SX2007〔54〕3826凝 灰 岩 欠損

9262169打 製石斧SK36915023安 山岩
片縁挟 り、側

縁部に挟 り

9673367石 嫉
有 茎 鍼 、RQSD10028137玉髄C

9

9683367石 匙SD100〔50〕287桂 質頁岩

片 側 刃部 、

溝状加工痕9693368掻 器SD100

RQ13

9272168石 刀SK91〔95〕2017粘 板 岩
65339頁 岩

9282669磨 石SP249717957安 山岩 欠損

棲形 、粗い

加 工、RQ15

9292267石 嫉SK26030153頁 岩B2有 茎嫉 9703467石 嫉
先端部欠損、SG287〔36〕227頁岩A

平基 嫉

9302268石 棒SK265〔145〕2518粘 板 岩 両端欠損9713467石 匙SG28754227頁 岩 縦形

9312270砥 石SK265〔37〕3313流 紋 岩 欠損 9723467削 器SG287862812頁 岩 全側縁加工

93222 凹石SK2659376〔33〕 流紋岩 欠損 9733468石 棒SG287〔145〕10095安 山 岩 基部欠損
9332370二 次加工SK26629267頁 岩

9743468石 棒SG287〔95〕 〔23〕 〔7〕 粘 板 岩 横位沈線

9342370二 次加工SK26627288頁 岩 9753469凹 石SG2871018242安 山 岩 両面凹

9352368掻 器SK276〔20〕364頁 岩

基 部 欠損 ・9763767石 嫉XO1873玉 髄

縁辺連続加

工9773767石 鍼A区 東壁46299頁 岩F

D2基 部欠損

9362469凹 石SK276778247安 山岩 両面 凹9783767

短めの尖頭9793767

部
9803767

基部に挟り

有り

9372467石 錐SK28028126頁 岩

石嫉5-31G18135頁 岩F

石嫉XO31249頁 岩F

石錘XO〔40〕288頁 岩

平基嫉

全縁辺の加

工

尖頭部欠損
9382568掻 器SK28633278頁 岩

9813867削 器3-28G1006417頁 岩

9392569砥 石SP239〔90〕4231凝 灰 岩 欠損

2側縁連続

加工

9402667石 匙SP28153278 縦形 9823767削 器XO623512頁 岩

94125 二 次力口工SP24838229頁 岩 先端加工

全縁の連続

加工

9422867石 匙SX3031546頁 岩 横形 9833867削 器A区 北733524頁 岩
2側縁連続

加工

9432867石 匙SX3061207頁 岩 縦形 9843867削 器XO51209頁 岩 両側縁加工

9442870削 器SX30526014メ ノ ウ

刃 部 欠損 、

片側縁辺部9853867削 器XO34217頁 岩

連続加工

片面 に石バ

ネ 、両側縁

加工

9452867削 器SX3048267頁 岩

短冊形 、両

側縁連続加9863867削 器A区 北465016頁 岩

工

全縁辺の加

工

9462867石 鍛SX6733195頁 岩B2有 茎鍛 9873867削 器A区 東壁37257頁 岩
2側縁連続

加工

9472867石 鍛SX6717133頁 岩B1挟 り有 り 98838 二次加工XO663712頁 岩

9482869敲 石SX68832420安 山岩
先端部一辺98938

に使用痕99038
二次加工XO38238頁 岩

9492967石 鍛S)娼1(擶D27124黒 色頁岩C未 成 品
削器XO29169頁 岩

99138

RQ6、 基 部99239

鉄 石 英F欠 損 、挟 り

有 り99339

99439

二次加工XO342511頁 岩

9502967石 錺iS)娼1(擶D16145
削器XO664317頁 岩

二次加工XO333320頁 岩

9512969磨 製 石斧S)娼1(擶D〔42〕 〔37〕32安 山岩

一側縁残存、

定角式99539

二次加工XO623720頁 岩

二次加工XO624016頁 岩

9522969凹 石SX81(擶D857222安 山岩 両面凹 99639 二次加工XO66379頁 岩

基部挟 り有9532967石鍛SX8415124鉄石英E2

り、RQ12

99741 凹石XO1437335凝 灰 岩 欠損

99840 凹石XO1354031安 山岩

9542967磁 ・X844・126礪D・ 宜茎蹴RQ9993967礁XO55227頁 岩 先端部欠損

有茎鍛、RQ9552967石嫉SX8431124鉄石英B2

10

10003970石 箆XO343512メ ノ ウ
3側縁連続

加工

平 基 錺i、RQ9562967石嫉SX8420185頁岩F

11

10013967石 箆XO〔50〕3618黒 色頁岩 刃部欠損

9572967削 器SX84322210チ ャー ト
片側側縁加
工

10023967石 箆XO1016118頁 岩

棲形 、素材

面 を大 きく

残す

9582969凹 石SX115〔92〕8327安 山岩 片面凹
10033968掻 器XO694813頁 岩

急角度の調

整加工

9593069敲 石SX1271159170砂 岩? 使用痕 10044068掻 器XO682110頁 岩 棒状

9603170石 皿SX16634524256安 山岩 片側縁なし

表 面 剥離 、

刃部 に使用

痕、定角式

10054068掻 器XO542813凝 灰 岩
急角度の調

整加工

9613269磨 製 石斧SX267〔90〕6027安 山岩 10064068掻 器XO〔21〕317鉄 石 英 連続加工

96232
先端・基部欠石 鐡SX267〔18〕123鉄 石英E1

損、挟り有り

10074068掻 器XO34439頁 岩
急角度の調

整加工
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10084068掻 器XO613615流 紋 岩 未成品

10094068掻 器XO47409黒 色頁岩

表裏にバネ、

角度のあ る

加工

10104068石 槍XO〔39〕178頁 岩

基 部 欠損 、

中央部まで

の加工

10114068石 棒A区 北 〔68〕 〔24〕 〔10〕粘 板 岩

10124068石 製装飾品XO〔15〕44泥 岩? C字状

10134069凹 石13-13G877944安 山岩
片面 凹、RQ

8

10144069凹 石XO1399745砂 岩? 片面凹

10154169凹 石XO〔108〕 〔45〕 〔15〕安 山岩
片面のみ残

存

10164169凹 石XO1208228安 山岩 複数凹

10174169磨 石A区 〔75〕5535閃 緑 岩

基 部 欠損 、

棒状の礫か

ら

10184169磨 石20-5G1306226安 山岩 棒状

10194169磨 石20-5G〔176〕5447安 山岩

基 部 欠損 、

棒状の礫か

ら

102041
上 浦 氏68磨製石斧1014630

所蔵 品
安山岩 定角式

102141
上 浦 氏68打製石斧1086435

所蔵 品
安山岩

棲形、素材

面大 きく残

す

表4須 恵器・土師器・陶磁器観察表

番号写真所属時期 種別 器種 出土遺構 残存部位 備考

102270平 安 須恵器 甕B区 体部 内面アテ痕、外面 タタキ、雲母・石英混

102370平 安 土 師器 鉢SK233口 縁部 ～体 部 ロク ロ成 形、 口縁部 に突帯 、胎 ±緻密

102470中 世 陶器 皿XO 口縁部 内面突帯、 口縁部灰紬、 古瀬 戸後期

102570近 世 陶器 皿XO 口縁部 ～体 部 内外灰 紬、折縁形、唐津

102670近 世 陶器 碗XO 体部 内外面灰紬、肥前呉器手?

102770近 世 陶器 鉢SE132口 縁部 内外面鉄紬

102870近 世 陶器 播鉢SE132口 縁部 内外面鉄紬

102971近 世 陶器 播鉢SK2341/2 内外鉄 紬、 口縁部のみ飴紬 、会津本郷

103071近 世 陶器 播鉢XO 底部 内外飴 紬、底部墨書 「テ ロ…」

103170近 世 磁器 碗XO 口縁部 二重網 目文、肥前

103270近 世 磁器 碗SE132口 縁部 ・底部 矢板 ・氷裂文 、肥 前系

103371近 世 磁器 碗XO 底部 雪輪 草花文、 くらわ んか手 、肥 前

103471近 世 磁器 小杯SK158底 部 雪輪 草花文、砂底、肥前

103571近 世 磁器 皿A区 北 底部 見込(網 目・果実 ・花)、 底部 「大 明成 …長 □」、砂底 、肥前

表5銭 貨計測表
番号写真所属時期種別 銭種 出土遺構 備考

103671近 世 銭貨 寛 永 通 宝B区 幅23.5mm・ 厚 さ1.1mm、 新 寛 永(1668年 ～)

103771近 世 銭貨 寛 永 通 宝SK233幅23.5mm・ 厚 さ1.1mm、 欠 損 あ り、新 寛 永(1668年 ～)

103871近 世 銭貨 文久永宝SK234幅26mm・ 厚 さ1.2mm、 初鋳年:(1863年)
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ふりがな

所収遺跡名

ふ りがな

所在地

コ ー ド

北緯 東経 調査期間
調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番号

い しばたけいせ き

石畑遺跡

やまがたけん

山形県
なんようし

南陽市
かねやまかわにし

金山川西
あざい しばたけ

字石畑

6213
南陽市
M-1

38度

10分

76秒

140度

15分

90秒

20060515

-

20060810

2,000

主要地方道
山形南陽線

改良工事

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡

縄文時代

弥生時代

土抗

柱穴
溝跡

河川跡1

縄文土器

石器 ・石製品

弥生土器

縄文時代中期末～晩期まで

の土抗などが検出された。

縄文土器や石器などが、主

に調査区北側から出土 した。

また、弥生時代の土器も少

量出土した。近世の井戸跡

が検出され、陶磁器 も出土

している。

(文化財認定数:60箱)

近世 井戸跡1 陶磁器 ・銭貨
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